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１ 所管事務の報告 

(1)「令和６年度川崎市子ども・若者調査」の結果について 

 

 

 

 

 資料１ 令和６年度川崎市子ども・若者調査報告書（概要版） 

 資料２ 令和６年度川崎市子ども・若者調査報告書 

 

 

 

 

   

 

 

こども未来局 

（令和７年４月２４日） 
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令和６年度川崎市子ども・若者調査報告書（概要版）

 

①目的 
本市の子ども・若者や子育て家庭を対象に、生活状況や生活意識、行政に対する意識等についての調査

を多面的に行うことにより、次期「川崎市子ども・若者の未来応援プラン」策定（令和７年度予定）の際

の基礎資料とすることを目的として実施。 

 

②対象者等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※対象者については、令和６年９月１５日時点の川崎市住民基本台帳から無作為抽出した。 

※調査Ⅱの対象者については、依頼状と調査票を郵送し、郵送での回答とインターネットでの回 

答の２つの回答手段から選択してもらった。 

※調査Ⅱのうち、小学校５年生と中学校２年生に係る調査については、親と子は同一世帯を対象  

とした。 

 

③アンケート実施時期 

   令和６年１１月２２日～令和７年１月７日 

 

④有効回答数・回答率 

区分 調査対象 配布数 
有効回答数 

（回答率） 

親子マッチング組数 

（マッチング率） 

調査Ⅰ ０～６歳の子を持つ親 3,000 人 1,993 人（66.4%） ― 

調査Ⅱ 

小学校２年生の子を持つ親 3,000 人 2,051 人（68.4%） ―  

小学校５年生の子ども 3,000 人 1,547 人（51.6%） 
1,472 組(49.1%) 

小学校５年生の子を持つ親 3,000 人 1,805 人（60.2%） 

中学校２年生の子ども 3,000 人 1,384 人（46.1%） 
1,284 組(42.8%) 

中学校２年生の子を持つ親 3,000 人 1,706 人（56.9%） 

調査Ⅲ 16～30 歳の子ども・若者 3,000 人 1,079 人（36.0%） ―  

区分 調査対象 対象者数 配布／回答方法 

調査Ⅰ ０～６歳の子を持つ親 3,000 人 郵送／インターネット 

調査Ⅱ 

小学校２年生の子を持つ親 3,000 人 郵送／郵送またはインターネット 

小学校５年生の子ども 3,000 人 郵送／郵送またはインターネット 

小学校５年生の子を持つ親 3,000 人 郵送／郵送またはインターネット 

中学校２年生の子ども 3,000 人 郵送／郵送またはインターネット 

中学校２年生の子を持つ親 3,000 人 郵送／郵送またはインターネット 

調査Ⅲ 16～30 歳の子ども・若者 3,000 人 郵送／インターネット 

１ 調査概要 

（１）今回調査の内容 
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資料１



 
 

 

①目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②アンケート実施時期 

   令和２年１１月１６日～令和２年１２月７日 

 

③有効回答数・回答率 

区分 調査対象 配布数 
有効回答数 

（回答率） 

親子マッチング組数 

（マッチング率） 

調査Ⅰ ０～６歳の子を持つ親 3,000 人 2,223 人（74.1%） ― 

調査Ⅱ 

小学校２年生の子を持つ親 3,295 人 2,839 人（86.2%） ―  

小学校５年生の子ども 3,105 人 2,638 人（85.0%） 
2,615 組(84.2%) 

小学校５年生の子を持つ親 3,105 人 2,633 人（84.8%） 

中学校２年生の子ども 3,482 人 2,811 人（80.7%） 
2,800 組(80.4%) 

中学校２年生の子を持つ親 3,482 人 2,825 人（81.1%） 

調査Ⅲ 16～30 歳の子ども・若者 3,000 人 1,184 人（39.5%） ―  

※調査Ⅰ及び調査Ⅲの対象者については、令和２年１０月１５日時点の川崎市住民基本台帳から無作為

抽出した。 

※調査Ⅱの対象者については、区ごとに在籍数等を勘案し、無作為抽出した学校の対象学年（小学２年

生、小学５年生及び中学２年生）の全学級に配布した。 

※調査Ⅱのうち、小学校５年生と中学校２年生に係る調査については、親と子は同一世帯を対象とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 調査対象 対象者数 配布／回答方法 

調査Ⅰ ０～６歳の子を持つ親 3,000 人 郵送／郵送 

調査Ⅱ 

小学校２年生の子を持つ親 3,295 人 学校配布／学校回収 

小学校５年生の子ども 3,105 人 学校配布／学校回収 

小学校５年生の子を持つ親 3,105 人 学校配布／学校回収 

中学校２年生の子ども 3,482 人 学校配布／学校回収 

中学校２年生の子を持つ親 3,482 人 学校配布／学校回収 

調査Ⅲ 16～30 歳の子ども・若者 3,000 人 郵送／インターネット 

（２）前回調査の内容 
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① 図表中の「ｎ」（number of case の略）は各設問の回答者数を示し、比率算出の基数である。 

② 図表中の「SA」（Single Answer の略）は最もあてはまる選択肢一つ選んで○をつける設問である。 

③ 図表中の「NA」（Numerical Answer の略）は年齢や人数など、数値を直接回答してもらう設問である。 

④ 図表中の「MA」（Multiple Answer の略）はあてはまる選択肢すべてに○をつける設問である。 

⑤ 図表中の「LA」（Limited Answer の略）は回答数に制限をつける設問である（「3LA」の場合は３つまで選

択してもらう）。 

⑥ 集計は百分率とし、小数点第２位を四捨五入して算出した。したがって、回答比率を合計しても 100.0％

にならない場合がある。 

⑦ 回答の比率（％）は、その設問の回答者数を基数として算出した。したがって、複数回答の設問は、すべ

ての比率を合計すると 100.0％を超えることがある。 

⑧ クロス集計について、分析の軸となる設問の回答の「無回答」は表示していない。また、全体は単純集計

の結果から無回答を除いたものを母数としているので、分析軸に表記した回答者数の合計が、全体の件数と

一致しないことがある。 

⑨ 調査Ⅱは、前回調査と今回調査で対象者の抽出方法が違い、母集団が異なっているため、単純な比較はで

きない。（前回調査結果及び経年比較に関するコメントは参考として掲載） 

 

 

標本誤差は回答者数と得られた結果の比率によって異なるが、無作為抽出法による場合の誤差（信頼度 95％）

は次の式によって得られる。 

 

 

 

  ※（注）Ｎはｎより非常に大きいため、
Ｎ ｎ
Ｎ  ≒ 1 とみなせるので、

Ｎ ｎ
Ｎ  ＝1 として計算している。 

 今回の調査結果の場合、誤差及び信頼の範囲は右表のとおりであり、「ある設問の回答者数が 2,000 人で、

その設問中の選択肢の回答比率が 60％であった場合、その回答比率の誤差の範囲は±2.19 である」というこ

ととなる。基数（ｎ）が小さい数字になる場合は誤差が大きいので注意が必要である。 

 

 

回答比率（P） 

ｎ（回答者数） 

90％又は 

10％前後 

80％又は 

20％前後 

70％又は 

30％前後 

60％又は 

40％前後 
50％前後 

50 ±8.49 ±11.31 ±12.96 ±13.86 ±14.14 

100 ±6.00 ±8.00 ±9.17 ±9.80 ±10.00 

200 ±4.24 ±5.66 ±6.48 ±6.93 ±7.07 

500 ±2.68 ±3.58 ±4.10 ±4.38 ±4.47 

800 ±2.12 ±2.83 ±3.24 ±3.46 ±3.54 

1,000 ±1.90 ±2.53 ±2.90 ±3.10 ±3.16 

1,200 ±1.73 ±2.31 ±2.65 ±2.83 ±2.89 

1,500 ±1.55 ±2.07 ±2.37 ±2.53 ±2.58 

2,000 ±1.34 ±1.79 ±2.05 ±2.19 ±2.24 

（３）調査結果の見方・留意点 

（４）標本誤差 

b = 2 𝑁 − 𝑛𝑁 − 1 × 𝑃(1 − 𝑃)𝑛  
ｂ＝標本誤差（無作為抽出法の場合） Ｎ＝母集団全体   
ｎ＝比率算出の基数（サンプル数）  Ｐ＝回答の比率 
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①保護者の就労状況 

０～６歳の保護者（問３０） 

『母親』『父親』ともに「正規社員・正規職員・会社役員」（母親：55.6％、父親：88.3％）が最も高くな

っている。また、『母親』については、「働いていない（専業主婦）」が 18.0％と２番目に高く、「パート・ア

ルバイト・日雇い・非常勤」が 16.1％と３番目に高くなっている。 

経年でみると、『母親』では「正規社員・正規職員・会社役員」が前回調査に比べて高く、「働いていない

（専業主婦）」が前回調査に比べて低くなっている。 

 

＜今回調査＞【図表 2-26 保護者の就労状況】 

 
 

＜前回調査＞【図表 2-27 保護者の就労状況】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正規社員・正規
職員・会社役員

嘱託・契約社
員・派遣職員

パート・アルバ
イト・日雇い・

非常勤

自営業（家族従
事者、内職、自
由業、フリーラ

ンス含む）

働いていない
（専業主婦
（夫））

いない、
わからない

無回答

[ 凡例 ]

母          親
　　（n=2,223）

父          親
　　（n=2,223）

44.0 

88.5 

4.4 

1.0 

13.4 

0.9 

4.2 

6.5 

33.5 

0.3 

0.0 

1.2 

0.5 

1.6 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（１）子育て世帯の概況 

５ 調査結果 
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小・中学生の保護者（問２９） 

母親の就労状況では、小学校２年生のいる世帯と小学校５年生のいる世帯では「正規社員・正規職員・会

社役員」（小学校２年生：40.0％、小学校５年生：35.4％）が最も高く、次いで「パート・アルバイト・日

雇い・非常勤」（小学校２年生：28.3％、小学校５年生：35.1％）、「働いていない（専業主婦）」（小学校２

年生：18.7％、小学校５年生：15.5％）となっている。中学校２年生のいる世帯では「パート・アルバイト・

日雇い・非常勤」が 37.6％、「正規社員・正規職員・会社役員」が 32.8％、「働いていない（専業主婦）」が

13.5％となっている。 

経年でみると、小学校５年生、中学校２年生のいる世帯では「正規社員・正規職員・会社役員」が前回調

査に比べて高くなっている。 

 

＜今回調査＞【図表 3-47 母親の就労状況】 

 
 

＜前回調査＞【図表 3-48 母親の就労状況】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

正規社員・

正規職員・

会社役員

嘱託・契約

社員・派遣

職員

パート・ア

ルバイト・

日雇い・非

常勤

自営業（家

族従事者、

内職、自由

業、フリー

ランス含

む）

働いて

いない（専

業主婦）

いない、

わからない

無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,051）

小学校５年生

（n=1,805）

中学校２年生

（n=1,706）

40.0

35.4

32.8

4.9

6.8

8.0

28.3

35.1

37.6

7.0

6.0

5.6

18.7

15.5

13.5

0.0

0.1

0.1

1.2

1.2

2.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

正規社員・

正規職員・

会社役員

嘱託・契約

社員・派遣

職員

パート・ア

ルバイト・

日雇い・非

常勤

自営業（家

族従事者、

内職、自由

業、フリー

ランス含

む）

働いて

いない（専

業主婦）

いない、

わからない

無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,839）

小学校５年生

（n=2,633）

中学校２年生

（n=2,825）

30.2

25.1

21.9

4.7

5.9

8.0

30.3

39.9

46.3

6.0

4.9

5.2

28.1

22.3

16.4

0.3

0.7

0.7

0.5

1.2

1.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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父親の就労状況では、いずれの学年でも「正規社員・正規職員・会社役員」（小学校２年生：83.4％、小

学校５年生：84.3％、中学校２年生：81.7％）が最も高く、次いで「自営業（家族従事者、内職、自由業、

フリーランス含む）」（小学校２年生：9.8％、小学校５年生：6.9％、中学校２年生：8.3％）となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 3-49 父親の就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正規社員・

正規職員・

会社役員

嘱託・契約

社員・派遣

職員

パート・ア

ルバイト・

日雇い・非

常勤

自営業（家

族従事者、

内職、自由

業、フリー

ランス含

む）

働いて

いない（専

業主夫）

いない、

わからない

無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,051）

小学校５年生
（n=1,805）

中学校２年生

（n=1,706）

83.4

84.3

81.7

0.7

1.3

1.2

0.5

0.4

0.6

9.8

6.9

8.3

0.5

0.6

0.4

0.2

0.0

0.2

4.9

6.4

7.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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②世帯の年間所得合計額 

０～６歳の保護者（問３２） 

「600～800 万円未満」が 33.9％で最も高く、次いで「800～1,000 万円未満」が 19.3％、「1,000 万円以上」

が 18.0％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 2-35 世帯の年間所得合計額】 

 

 

小・中学生の保護者（問３０） 

いずれの学年でも「600～800 万円未満」（小学校２年生：31.0％、小学校５年生：29.5％、中学校２年生：

28.4％）が最も高く、次いで「1,000 万円以上」（小学校２年生：23.6％、小学校５年生：25.6％、中学校２年

生：25.2％）、「800～1,000 万円未満」（小学校２年生：20.1％、小学校５年生：20.8％、中学校２年生：21.3％）

となっている。 

＜今回調査＞【図表 3-67 世帯の年間所得合計額】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

200万円未満
200～400万円

未満
400～600万円

未満
600～800万円

未満
800～1,000万円

未満
1,000万円以上 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,993） 1.9 4.7 17.1 33.9 19.3 18.0 5.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

200

万円未満

200～400

万円未満

400～600

万円未満

600～800

万円未満

800～1,000

万円未満

1,000

万円以上

無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,051）

小学校５年生

（n=1,805）

中学校２年生

（n=1,706）

1.8

1.7

1.4

4.0

5.0

5.9

14.5

13.1

12.7

31.0

29.5

28.4

20.1

20.8

21.3

23.6

25.6

25.2

4.9

4.3

5.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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③所得分類 

等価可処分所得が貧困線(127 万円)未満の世帯を「分類Ⅰ」、貧困線以上等価可処分所得の中央値(254 万円)

未満の世帯を「分類Ⅱ」、中央値以上の等価可処分所得の世帯を「分類Ⅲ」の３つの区分に分類した。 

０～６歳の保護者（問３２） 

「分類Ⅲ」が 78.7％で最も高く、次いで「分類Ⅱ」が 12.8％、「分類Ⅰ」が 3.4％となっている。 

＜今回調査＞【図表 2-39 所得分類】 

 

 

小・中学生の保護者（問３０） 

いずれの学年でも『分類Ⅲ』（小学校２年生：80.5％、小学校５年生：80.8％、中学校２年生：81.1％）が

最も高く、次いで『分類Ⅱ』（小学校２年生：10.7％、小学校５年生：11.5％、中学校２年生：10.6％）、『分

類Ⅰ』（小学校２年生：3.9％、小学校５年生：3.4％、中学校２年生：3.2％）となっている。 

経年でみると、「分類Ⅲ」は「中学校２年生」が前回調査に比べて高くなっている。 

 

＜今回調査＞【図表 3-75 所得分類】 

 

 

＜前回調査＞【図表 3-76 所得分類】 

 

 

 

分類Ⅰ 分類Ⅱ 分類Ⅲ 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,993） 3.4 12.8 78.7 5.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

分類Ⅰ 分類Ⅱ 分類Ⅲ 無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,051）

小学校５年生

（n=1,805）

中学校２年生

（n=1,706）

3.9

3.4

3.2

10.7

11.5

10.6

80.5

80.8

81.1

4.9

4.3

5.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

分類Ⅰ 分類Ⅱ 分類Ⅲ 無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,839）

小学校５年生

（n=2,633）

中学校２年生

（n=2,825）

3.3

3.5

5.0

16.2

13.9

16.4

74.5

74.5

68.2

6.0

8.1

10.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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④１日３食食べるために必要な食料が買えなかった経験の有無（世帯構成別） 

０～６歳の保護者（問３４） 

世帯構成別にみると、大きな差はみられない。 

なお、サンプル数が 50に満たないものは参考値とする。 

 

＜今回調査＞【図表 2-60 １日３食食べるために必要な食料が買えなかった経験の有無】 

（世帯構成別） 

 

 

小・中学生の保護者（問３２） 

小学校２年生のいる世帯を世帯構成別にみると、『ひとり親核家族』が 16.4％と全体に比べて高くなってい

る。 

なお、サンプル数が 50に満たないものは参考値とする。 

 

＜今回調査＞【図表 3-130 １日３食食べるために必要な食料が買えなかった経験の有無】 

（小学校２年生・世帯構成別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.7

4.1

6.5

24.2

21.4

0 10 20 30 40

全 体 (n=1,993)

ふたり親核家族 (n=1,861)

ふたり親親族同居 (n=77)

ひとり親核家族 (n=33)

ひとり親親族同居 (n=14)

一度でもあった
(%)

3.9

3.4

3.8

16.4

9.4

0 5 10 15 20

全 体(n=2,036)

ふたり親核家族(n=1,834)

ふたり親親族同居(n=105)

ひとり親核家族 (n=61)

ひとり親親族同居 (n=32)

一度でもあった (%)
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小学校５年生のいる世帯を世帯構成別にみると、『ひとり親核家族』が 17.9％と全体に比べて高くなってい

る。 

なお、サンプル数が 50に満たないものは参考値とする。 

 

＜今回調査＞【図表 3-138 １日３食食べるために必要な食料が買えなかった経験の有無】 

（小学校５年生・世帯構成別） 

 

 

中学校２年生のいる世帯を世帯構成別にみると、『ひとり親核家族』が 15.8％と全体に比べて高くなってい

る。 

なお、サンプル数が 50に満たないものは参考値とする。 

 

＜今回調査＞【図表 3-146 １日３食食べるために必要な食料が買えなかった経験の有無】 

（中学校２年生・世帯構成別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6

2.5

6.1

17.9

18.2

0 5 10 15 20

全 体(n=1,787)

ふたり親核家族(n=1,587)

ふたり親親族同居 (n=82)

ひとり親核家族 (n=95)

ひとり親親族同居 (n=22)

一度でもあった (%)

4.2

3.2

3.5

15.8

16.7

0 5 10 15 20

全 体(n=1,697)

ふたり親核家族(n=1,476)

ふたり親親族同居 (n=86)

ひとり親核家族 (n=101)

ひとり親親族同居 (n=30)

一度でもあった (%)
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①子どもが平日日中に主に利用している施設など 

０～６歳の保護者（問１） 

「公立保育所・認可保育所」が 47.3％で最も高く、次いで「幼稚園」が 15.8％、「認可外保育施設」が 3.8％

となっている。また、「保育所や幼稚園などの施設やサービスを利用していない」は 22.7％となっている。 

経年でみると、「公立保育所・認可保育所」が前回調査に比べて高くなっている。 

なお、前回調査は選択肢が異なるため、参考値とする。 

 

＜今回調査＞【図表 2-149 子どもが平日の日中に主に利用している施設】 

 

 

＜前回調査＞【図表 2-150 子どもが平日の日中に主に利用している施設】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立保育
所・認可
保育所

幼稚園

認定こど
も園（幼
稚園機能
のみ利用
（短時間
保育））

幼稚園ま
たは認定
こども園
（短時間
保育）＋
預かり保

育

認定こど
も園（保
育所機能
を利用

（長時間
保育））

地域型
保育事業

認可外
保育施設

その他の
施設や

サービス

保育所や
幼稚園な
どの施設
やサービ
スを利用
していな

い

無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,993） 47.3 15.8 

1.8 

3.5 

2.9 0.7 

3.8 

1.3 

22.7 0.3 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

認可保育
所

幼稚園

認定こど
も園（幼
稚園機能
のみ利用
（短時間
保育））

幼稚園＋
預かり保

育

認定こど
も園（保
育所機能
を利用

（長時間
保育））

地域型保
育

認可外保
育施設

その他の
施設

保育所や
幼稚園に
預けてい

ない

無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=2,223） 36.8 19.1 

1.6 

2.7 

1.5 0.5 

5.8 1.3 30.4 0.3 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（２）幼児教育・保育の利用状況 
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②施設を利用していない理由 

０～６歳の保護者（問２） 

保育所や幼稚園などの施設やサービスを利用していないと回答した方に、その理由を複数回答で聞いたとこ

ろ、「育児休業中だから」が 60.0％で最も高く、次いで「幼稚園に入るまでは自分で育てたいから」が 25.4％、

「利用を希望する施設の定員に空きがないから」が 10.8％となっている。 

経年でみると、「育児休業中だから」が前回調査に比べて高く、「幼稚園に入るまでは自分で育てたいから」

が前回調査に比べて低くなっている。 

 

【図表 2-151 施設を利用していない理由（複数回答）】 

＜今回調査＞                 ＜前回調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.0

25.4

10.8

7.5

6.9

6.6

2.9

1.5

1.1

0.2

4.6

0.2

0 20 40 60 80

育児休業中だから

幼稚園に入るまでは

自分で育てたいから

利用を希望する施設の

定員に空きがないから

家族が子どもの面倒を

みているから

保育所や幼稚園にかかる

費用が高いから

利用を希望する施設の

就労要件に該当しないから

利用を希望する施設が

近くにないから

希望する利用時間と

合わないから

小学校に入るまでは

自分で育てたいから

受け入れ体制などの

理由により、利用可能な

施設が近くにないから

その他

無回答

全 体 (n=452)

(MA%)

38.3

38.6

13.0

8.9

8.0

11.5

2.4

1.2

2.8

1.5

7.4

1.0

0 20 40 60 80

育児休業中だから

幼稚園に入るまでは

自分で育てたいから

利用を希望する施設の

定員に空きがないから

家族が子どもの面倒を

みているから

保育所や幼稚園にかかる

費用が高いから

利用を希望する施設の

就労要件に該当しないから

利用を希望する施設が

近くにないから

希望する利用時間と

合わないから

小学校に入るまでは

自分で育てたいから

受け入れ体制などの

理由により、利用可能な

施設が近くにないから

その他

無回答

全 体 (n=676)

(MA%)
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①子育てに関する感情 

０～６歳の保護者（問１３） 

「いつも」は『子どもを育てるのは楽しくて幸せなことだと感じた』が 36.7％で最も高く、次いで『子ども

と遊ぶのはおもしろいと感じた』が 33.8％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 2-84 子育てに関する感情】 

 
 

小・中学生の保護者（問１６） 

小学校２年生、小学校５年生のいる世帯ともに「いつも」は『子どもを育てるのは楽しくて幸せなことだと

感じた』（小学校２年生：34.6％、小学校５年生：33.2％）が最も高く、次いで『子どもと遊ぶのはおもしろ

いと感じた』（小学校２年生：29.4％、小学校５年生：30.1％）となっている。 

中学校２年生のいる世帯では「いつも」は『子どもと遊ぶのはおもしろいと感じた』が 32.6％で最も高く、

次いで『子どもを育てるのは楽しくて幸せなことだと感じた』が 31.4％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 3-182 子育てに関する感情】（小学校２年生） 

 

 

 

 

 

全  体（n=1,993） いつも たいてい ときどき 少しだけ
まったく

ない
無回答

[ 凡例 ]

（ア）子どもを育てるのは楽しくて
      幸せなことだと感じた

（イ）子どもと遊ぶのはおもしろいと
      感じた

（ウ）子どもが自分の言うことを
      聞かなくてイライラした

（エ）孤独感を感じた

36.7 

33.8 

8.8 

2.0 

52.0 

50.1 

21.4 

4.8 

9.1 

12.2 

40.0 

18.3 

1.9 

3.2 

23.1 

23.2 

0.3 

0.6 

6.5 

51.7 

0.1 

0.1 

0.1 

0.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

小学校２年生（n=2,051） いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）子どもを育てるのは楽し

くて幸せなことだと感じた

（イ）子どもと遊ぶのは

     おもしろいと感じた

（ウ）子どもが自分の言うこと

を聞かなくてイライラした

（エ）孤独感を感じた

34.6

29.4

10.6

2.0

50.1

49.3

25.5

4.0

11.7

15.6

42.4

13.4

2.5

4.5

17.1

16.7

0.8

0.8

4.0

63.5

0.3

0.4

0.4

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（３）子育てに関する心配ごと・悩み 
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＜今回調査＞【図表 3-184 子育てに関する感情】（小学校５年生） 

 

 

＜今回調査＞【図表 3-186 子育てに関する感情】（中学校２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校５年生（n=1,805） いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）子どもを育てるのは楽し

くて幸せなことだと感じた

（イ）子どもと遊ぶのは

     おもしろいと感じた

（ウ）子どもが自分の言うこと

を聞かなくてイライラした

（エ）孤独感を感じた

33.2

30.1

9.4

2.6

47.1

44.8

21.8

3.9

14.6

18.8

42.5

16.1

3.7

4.7

19.8

17.3

0.7

0.8

5.7

59.4

0.7

0.8

0.8

0.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

中学校２年生（n=1,706） いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）子どもを育てるのは楽し

くて幸せなことだと感じた

（イ）子どもと遊ぶのは

     おもしろいと感じた

（ウ）子どもが自分の言うこと

を聞かなくてイライラした

（エ）孤独感を感じた

31.4

32.6

7.9

2.0

47.2

42.1

18.5

4.0

15.2

17.9

40.6

16.5

4.5

4.9

23.2

18.1

1.5

2.1

9.6

59.0

0.2

0.5

0.3

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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②子育てに関する心配ごと・悩み 

０～６歳の保護者（問１５） 

「子どもの生活習慣や発達、体調に関すること」が 42.6％で最も高く、次いで「子育てに必要な費用に関す

ること」が 38.5％、「子育て環境に関すること」が 25.0％となっている。 

経年でみると、「子育てに必要な費用に関すること」が前回調査に比べて高く、「子育て環境に関すること」

が前回調査に比べて低くなっている。 

なお、前回調査は選択肢が異なるため、参考値とする。 

 

【図表 2-115 子どもや子育てに関する心配ごと・悩み（複数回答）】 

＜今回調査＞       ＜前回調査＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.6

38.5

25.0

17.4

15.2

5.7

2.2

24.5

0.9

0 20 40 60

子どもの生活習慣や

発達、体調に関すること

子育てに必要な

費用に関すること

子育て環境に関すること

子どもの友人関係に

関すること

子どもとの関わり方に

関すること

子どもの障害に

関すること

その他

特に悩みはない

無回答

全 体 (n=1,993)

(MA%)

32.9

15.4

36.1

15.4

12.3

3.7

2.7

32.0

0.9

0 20 40 60

生活習慣や

発達、体調に関すること

子どもの養育費に関すること

子育て環境に関すること

（例：遊ぶ場所など）

子どもの友人関係に

関すること

子どもとの関わり方に関すること

（例：子どもにどのように接したら

いいかわからないなど）

子どもの障害に

関すること

その他

特に悩みはない

無回答

全 体 (n=2,223)

(MA%)
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小・中学生の保護者（問１８、問１９） 

いずれの学年でも「学習・進学・受験に関すること」（小学校２年生：49.2％、小学校５年生：60.4％、中

学校２年生：72.9％）が最も高く、次いで「子どもの生活習慣や発達、体調に関すること」（小学校２年生：

38.8％、小学校５年生：35.8％、中学校２年生：32.5％）、「友人関係に関すること」（小学校２年生：26.0％、

小学校５年生：23.8％、中学校２年生：17.4％）となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 3-258 子どもに関する心配ごと・悩み（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.8

49.2

26.0

4.7

21.9

1.3

1.5

27.2

0.8

35.8

60.4

23.8

5.4

19.2

1.9

1.6

21.7

1.2

32.5

72.9

17.4

4.8

15.8

3.2

1.9

17.2

0.8

0 20 40 60 80 100

子どもの生活習慣や

発達、体調に関すること

学習・進学・受験

に関すること

友人関係に関すること

障害に関すること

塾や習い事など学校以外

の活動に関すること

異性関係に関すること

その他

特に悩みはない

無回答

小学校２年生（n=2,051）

小学校５年生（n=1,805）

中学校２年生（n=1,706）
(MA%)
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いずれの学年でも「子育てに必要な費用に関すること」（小学校２年生：38.3％、小学校５年生：38.7％、

中学校２年生：42.2％）が最も高く、次いで「子どもとの関わり方に関すること」（小学校２年生：31.7％、

小学校５年生：38.4％、中学校２年生：33.2％）となっている。 

経年でみると、「子育てに必要な費用に関すること」は小学校２年生、小学校５年生のいる世帯が前回調査

に比べて高く、「特に悩みはない」は小学校２年生、小学校５年生のいる世帯が前回調査に比べて低くなって

いる。 

なお、前回調査は選択肢が異なるため、参考値とする。 

前回調査は中学校２年生の設問はない。 

 

【図表 3-261 子育てに関する心配ごと・悩み（複数回答）】 

＜今回調査＞         ＜前回調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.3

31.7

38.3

3.9

30.4

1.4

17.3

38.4

38.7

4.1

29.6

1.6

10.3

33.2

42.2

4.1

32.4

0.7

0 20 40 60

子育て環境に関すること

（例：放課後の居場所・

緊急時の預け先など）

子どもとの関わり方に関すること

（例：思春期の子どもとの

関わり方など）

子育てに必要な費用に関すること

その他

特に悩みはない

無回答

小学校２年生（n=2,051）

小学校５年生（n=1,805）

中学校２年生（n=1,706）

(MA%)

30.5

29.4

14.7

4.1

41.2

0.8

19.1

35.8

16.8

3.9

41.1

1.2

0 20 40 60

子育て環境に関すること

（例：放課後の居場所・

緊急時の預け先など）

子どもとの関わり方に関すること

（例：思春期の子どもとの

関わり方など）

子どもの養育費に関すること

その他

特に悩みはない

無回答

小学校２年生（n=2,839）

小学校５年生（n=2,633）
(MA%)
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44.4

40.9

40.0

36.4

38.3

36.7

10.0

1.1

0 20 40 60

子どもが犯罪に巻き込まれ

ないか不安である

病気の時など、急を要する

ときに子どもの面倒をみて

くれる人や施設がない

子どもが自然体験をできる

場が少ない

子どもを安心して預けられる

人や場所が少ない

子どもと一緒に遊びに行ける

場所が少ないまたは子どもが

遊ぶ場所が少ない

子どもを同年代の子どもと

遊ばせるきっかけがない

その他

無回答

全 体 (n=802)
(MA%)

③子育て環境に関する心配ごと・悩み 

０～６歳の保護者（問１７） 

子どもや子育てに関する心配ごと・悩みのうち「子育て環境に関すること」に回答した方に、その心配ごと・

悩みを複数回答で聞いたところ、「子どもが犯罪に巻き込まれないか不安である」が 56.9％で最も高く、次い

で「病気の時など、急を要するときに子どもの面倒をみてくれる人や施設がない」が 49.1％、「子どもが自然

体験をできる場が少ない」が 45.5％となっている。 

経年でみると、「子どもが犯罪に巻き込まれないか不安である」が前回調査に比べて高くなっている。 

なお、前回調査は選択肢が異なるため、参考値とする。 

 

【図表 2-119 子育て環境に関する心配ごと・悩み（複数回答）】 

＜今回調査＞      ＜前回調査＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.9

49.1

45.5

43.3

36.5

31.5

28.5

25.5

1.4

1.6

0 20 40 60

子どもが犯罪に巻き込まれ

ないか不安である

病気の時など、急を要する

ときに子どもの面倒をみて

くれる人や施設がない

子どもが自然体験をできる

場が少ない

子どもを安心して預けられる

人や場所が少ない

子どもと一緒に遊びに行ける

場所が少ないまたは子どもが

遊ぶ場所が少ない

子どもを同年代の子どもと

遊ばせるきっかけがない

ちょっとしたことを気軽に

相談できる場が少ない

交流したり助け合える

友達や知人がいない

その他

無回答

全 体 (n=499)

(MA%)
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小・中学生の保護者（問１９-１） 

子育てに関する心配ごと・悩みのうち「子育て環境に関すること（例：放課後の居場所・緊急時の預け先

など）」と回答した方に、心配ごと・悩みの内容を複数回答で聞いたところ、いずれの学年でも「子どもが犯

罪に巻き込まれないか不安である」（小学校２年生：62.7％、小学校５年生：62.2％、中学校２年生：

60.0％）が最も高く、次いで小学校２年生のいる世帯と小学校５年生のいる世帯では「子どもを安心して預

けられる人や場所が少ない」（小学校２年生：45.4％、小学校５年生：44.2％）、中学校２年生のいる世帯で

は「病気の時など、急を要するときに子どもの面倒をみてくれる人や施設がない」が 36.0％となっている。 

なお、前回調査は選択肢が異なるため、参考値とする。 

前回調査は中学校２年生の設問はない。 

【図表 3-262 子育て環境に関する心配ごと・悩み（複数回答）】 

＜今回調査＞                 ＜前回調査＞ 

 

27.1

29.5

12.6

45.4

15.8

14.1

44.6

62.7

19.0

32.1

26.3

7.5

0.8

29.8

33.7

17.0

44.2

19.2

14.7

43.3

62.2

16.3

27.9

21.2

5.4

1.0

24.6

28.0

16.6

34.9

23.4

17.7

36.0

60.0

9.7

16.0

23.4

5.7

1.7

0 20 40 60 80 100

子どもと一緒に遊びに行ける

場所が少ない、または

子どもが遊ぶ場所が

少ない（例：公園など）

子どもが自然体験を

できる場が少ない

同年代以外の子どもや

若者と遊ぶ・交流する

機会がない

子どもを安心して

預けられる人や

場所が少ない

ちょっとしたことを

気軽に相談できる

場が少ない

交流したり助け合える

友達や知人がいない

病気の時など、急を

要するときに子どもの

面倒をみてくれる

人や施設がない

子どもが犯罪に巻き

込まれないか不安である

子どもの放課後の

居場所がない

子どもの長期休み

期間中の居場所がない

子どもの登校時間に

合わせて保護者の

出勤時間を調整

することが難しい

その他

無回答

小学校２年生（n=601）

小学校５年生（n=312）

中学校２年生（n=175）
(MA%)

32.5

34.2

16.3

38.2

45.2

59.8

8.2

0.3

34.1

36.9

18.7

27.5

37.3

60.2

7.8

0.8

0 20 40 60 80

子どもと一緒に遊びに行ける

場所が少ない、または

子どもが遊ぶ場所が

少ない（例：公園など）

子どもが自然体験を

できる場が少ない

同年代以外の子どもや

若者と遊ぶ・交流する

機会がない

子どもを安心して

預けられる人や

場所が少ない

病気の時など、急を

要するときに子どもの

面倒をみてくれる

人や施設がない

子どもが犯罪に巻き

込まれないか不安である

その他

無回答

小学校２年生（n=865）

小学校５年生（n=502）
(MA%)
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53.1

63.0

54.4

47.7

43.2

41.9

38.3

33.2

13.3

4.6

6.4

0.4

0 20 40 60 80

子どもが新しい生活に

スムーズに移行できるか

子どもが集団生活に馴染めるか、

いじめに合わないか

通学路の安全対策

子どもの放課後の居場所

子どもの長期休み期間中の居場所

子育てと仕事の両立ができるか

子どもが授業についていけるか

病気の時など、急を要するときの

子どもの預かり場所

学費や教材費などが払えるか

その他

特にない

無回答

全 体 (n=2,223)

(MA%)

④子どもの小学校入学に向けて不安なこと 

０～６歳の保護者（問８） 

「子どもが新しい生活にスムーズに移行できるか」が 63.8％で最も高く、次いで「子どもがいじめに遭わ

ないか」が 62.4％、「通学路の安全対策」が 54.8％となっている。 

経年でみると、「子どもが新しい生活にスムーズに移行できるか」が前回調査に比べて高くなっている。 

なお、前回調査は選択肢が異なるため、参考値とする。 

 

【図表 2-174 子どもの小学校入学に向けて不安なこと（複数回答）】 

＜今回調査＞      ＜前回調査＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.8

62.4

54.8

53.0

50.9

49.8

47.7

40.0

36.2

35.5

15.1

2.1

4.9

0.1

0 20 40 60 80

子どもが新しい生活に

スムーズに移行できるか

子どもがいじめに遭わないか

通学路の安全対策

子どもの放課後の居場所

子どもの長期休み期間中の居場所

子育てと仕事の両立ができるか

子どもが集団生活に馴染めるか

子どもが授業についていけるか

病気の時など、急を要するときの

子どもの預かり場所

子どもの登校時間に合わせて

保護者の出勤時間を調整できるか

学費や教材費などが払えるか

その他

特にない

無回答

全 体 (n=1,993)

(MA%)
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①子どもとの関わり方 

０～６歳の保護者（問７） 

「毎日している」が最も高いのは『夕食を一緒に食べている』（77.8％）、『朝食を一緒に食べている』（62.2％）、

『家や公園などで３０分以上、子どもと遊んだり、体を動かしたりする』（35.5％）となっている。また、『絵

本の読み聞かせをしている』は「週１・２日程度している」が最も高くなっている。 

 

＜今回調査＞【図表 2-135 子どもとの関わり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全  体（n=1,993）
毎日

している
週５・６日

程度している
週３・４日

程度している
週１・２日

程度している
していない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）絵本の読み聞かせをしている

（イ）家や公園などで３０分以上、
子どもと遊んだり、体を動かしたりする

（ウ）朝食を一緒に食べている

（エ）夕食を一緒に食べている

22.3 

35.5 

62.2 

77.8 

13.3 

10.1 

5.3 

5.0 

19.8 

16.1 

6.5 

4.2 

27.2 

33.9 

9.1 

4.2 

17.2 

4.2 

16.6 

8.7 

0.2 

0.3 

0.4 

0.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（４）子育ての状況 
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②子どもに対する機会の提供の有無 

小・中学生の保護者（問１７） 

『子どもを有料の学習塾や習い事（スポーツや音楽、英会話など）に通わせる』では、いずれの学年でも「し

ている」（小学校２年生：88.4％、小学校５年生：91.1％、中学校２年生：76.9％）が最も高くなっている。 

していない理由では、小学校２年生のいる世帯と小学校５年生のいる世帯で「経済的にできない」（小学校

２年生：31.9％、小学校５年生：30.7％）が最も高く、中学校２年生のいる世帯で「する必要がない」が 32.5％

となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 3-424 （ア）子どもを有料の学習塾や習い事 

（スポーツや音楽、英会話など）に通わせる】 

 

 

＜今回調査＞【図表 3-425 （ア）していない理由（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

している していない 無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,051）

小学校５年生

（n=1,805）

中学校２年生

（n=1,706）

88.4

91.1

76.9

11.2

8.3

22.7

0.4

0.6

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

14.0

30.6

31.9

35.8

22.7

11.3

30.7

42.0

32.5

14.4

25.5

35.6

0 20 40 60 80

する必要がない

忙しくてできない

経済的にできない

その他

小学校２年生（n=229）

小学校５年生（n=150）

中学校２年生（n=388）
(MA%)
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『子どもを博物館や科学館などに連れていく（映画館・美術館なども含む）』では、いずれの学年でも「し

ている」（小学校２年生：77.6％、小学校５年生：73.6％、中学校２年生：55.5％）が最も高くなっている。 

していない理由では、いずれの学年でも「忙しくてできない」（小学校２年生：60.5％、小学校５年生：64.6％、

中学校２年生：48.8％）が最も高くなっている。 

 

＜今回調査＞【図表 3-427 （イ）子どもを博物館や科学館などに連れていく 

（映画館・美術館なども含む）】 

 

 

＜今回調査＞【図表 3-428 （イ）していない理由（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

している していない 無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,051）

小学校５年生

（n=1,805）

中学校２年生

（n=1,706）

77.6

73.6

55.5

21.8

25.7

43.7

0.5

0.8

0.8

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

6.0

60.5

11.8

26.6

6.3

64.6

9.9

21.8

13.3

48.8

7.8

34.7

0 20 40 60 80

する必要がない

忙しくてできない

経済的にできない

その他

小学校２年生（n=448）

小学校５年生（n=463）

中学校２年生（n=746）
(MA%)
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『家族旅行に行く』では、いずれの学年でも「している」（小学校２年生：84.9％、小学校５年生：82.2％、

中学校２年生：73.1％）が最も高くなっている。 

していない理由では、いずれの学年でも「忙しくてできない」（小学校２年生：49.0％、小学校５年生：49.2％、

中学校２年生：51.1％）が最も高くなっている。 

経年でみると、「している」は小学校５年生のいる世帯と中学校２年生のいる世帯で前回調査に比べて高く

なっている。 

なお、前回調査は設問形態が異なるため、参考値とする。 

＜今回調査＞【図表 3-430 （ウ）家族旅行に行く】 

 

 

＜今回調査＞【図表 3-431 （ウ）していない理由（複数回答）】 

 

 

＜前回調査＞【図表 3-432 （ウ）家族旅行に行く】 

 

している していない 無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,051）

小学校５年生

（n=1,805）

中学校２年生

（n=1,706）

84.9

82.2

73.1

14.7

17.1

26.5

0.3

0.7

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

1.7

49.0

46.7

13.6

1.9

49.2

46.6

14.2

2.9

51.1

34.1

20.8

0 20 40 60 80

する必要がない

忙しくてできない

経済的にできない

その他

小学校２年生（n=302）

小学校５年生（n=309）

中学校２年生（n=452） (MA%)

している する必要がない 忙しくてできない 経済的にできない 無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,839）

小学校５年生

（n=2,633）

中学校２年生

（n=2,825）

75.1

69.4

54.3

2.7

3.0

4.2

13.7

18.0

26.9

6.4

7.3

11.2

2.1

2.3

3.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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③子どもに望む最終学歴 

小・中学生の保護者（問９） 

いずれの学年でも「大学またはそれ以上」（小学校２年生：79.0％、小学校５年生：79.3％、中学校２年生：

77.7％）が最も高く、次いで小学校２年生のいる世帯と小学校５年生のいる世帯では「まだわからない」（小

学校２年生：12.8％、小学校５年生：9.9％）、「短大・高専・専門学校まで」（小学校２年生：4.7％、小学校

５年生：6.9％）、中学校２年生のいる世帯では「短大・高専・専門学校まで」が 9.0％、「まだわからない」が

8.4％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 3-515 子どもに望む最終学歴】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校まで 高校まで 短大・高専・

専門学校まで

大学または

それ以上

まだ

わからない

無回答

[ 凡例 ]

小学校２年生

（n=2,051）

小学校５年生

（n=1,805）

中学校２年生

（n=1,706）

0.1

0.1

0.1

3.1

3.3

4.6

4.7

6.9

9.0

79.0

79.3

77.7

12.8

9.9

8.4

0.2

0.6

0.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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④子どもに望む就職先 

小・中学生の保護者（問１２） 

いずれの学年でも「本人が希望すれば何でもよい」（小学校２年生：81.3％、小学校５年生：80.9％、中学

校２年生：81.6％）が最も高く、次いで「資格の必要な仕事（教員、保育士、医師、看護師、弁護士など）に

ついてほしい」（小学校２年生：30.6％、小学校５年生：33.0％、中学校２年生：29.5％）、「大手企業に就職

してほしい」（小学校２年生：26.4％、小学校５年生：29.0％、中学校２年生：27.3％）となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 3-559 子どもに望む就職先（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.4

8.1

1.3

12.4

30.6

7.1

0.8

81.3

0.4

3.9

0.5

29.0

8.9

1.5

13.0

33.0

7.6

0.8

80.9

0.3

3.5

0.7

27.3

8.2

1.4

14.1

29.5

5.7

0.5

81.6

0.4

3.3

0.5

0 20 40 60 80 100

大手企業に就職してほしい

中小・零細企業に

就職してほしい

就職は正社員でなくて、

アルバイト・パート・

非常勤職員でもよい

公務員（教員を除く）

になってほしい

資格の必要な仕事

（教員、保育士、医師、

看護師、弁護士など）

についてほしい

起業してほしい

家業を継いでほしい

本人が希望すれば

何でもよい

就職しなくてもよい

その他

無回答

小学校２年生（n=2,051）

小学校５年生（n=1,805）

中学校２年生（n=1,706）

(MA%)
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①子どもに関する相談先 

０～６歳の保護者（問１２） 

「家族・親族」が 85.0％で最も高く、次いで「友人・知人（職場の人など含む）」が 63.8％、「相談・支援

機関（市役所や区役所の職員など）や保育所・幼稚園などの施設の職員」が 28.8％となっている。 

 

【図表 2-127 子育てに関する相談先（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

85.0

63.8

7.2

28.8

0.5

3.1

1.2

5.1

0.3

0 20 40 60 80 100

家族・親族

友人・知人

（職場の人など含む）

近所の人

相談・支援機関（市役所や

区役所の職員など）や保育所・

幼稚園などの施設の職員

民生委員・児童委員

その他の人

相談することはなかった

（だれに相談したらいいか

わからなかった）

相談することはなかった

（必要を感じなかった）

無回答

全 体 (n=1,993)

(MA%)

（５）子育てに関する相談相手等 
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小・中学生の保護者（問１５） 

いずれの学年でも「家族・親族」（小学校２年生：80.4％、小学校５年生：77.3％、中学校２年生：73.6％）

が最も高く、次いで「友人・知人（職場の人など含む）」（小学校２年生：66.3％、小学校５年生：63.3％、中

学校２年生：57.6％）となっている。 

 

【図表 3-273 子育てに関する相談先（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80.4

66.3

9.2

15.1

0.3

2.1

1.2

9.6

0.3

77.3

63.3

8.3

12.6

0.2

3.9

1.0

11.9

0.5

73.6

57.6

7.0

9.4

0.2

3.2

0.9

14.8

0.4

0 20 40 60 80 100

家族・親族

友人・知人

（職場の人など含む）

近所の人

相談・支援機関（市役所

や区役所の職員など）

や学校などの施設の職員

民生委員・児童委員

その他の人

相談することはなかった

（だれに相談したら

いいかわからなかった）

相談することはなかった

（必要を感じなかった）

無回答

小学校２年生（n=2,051）

小学校５年生（n=1,805）

中学校２年生（n=1,706）
(MA%)
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②子育てに関する情報の入手方法と情報量 

０～６歳の保護者（問１８） 

「十分得られた」「まあまあ得られた」を足し合わせた割合は「保育所・幼稚園など」が 55.6％で最も高く、

次いで「友人・知人」が 38.4％、「家族・親戚」が 32.6％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 2-133 子育てに関する情報の入手方法と情報量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全  体（n=1,993）
十分

得られた
まあまあ
得られた

あまり
得られ

なかった

ほとんど
得られ

なかった

利用して
いない

無回答

[ 凡例 ]

家族・親戚

友人・知人

市政だより

市・区が発行しているガイドブック

市や区のホームページ

かわさき子育てアプリ

市が発信するメールマガジン、ＳＮＳ
（X（旧Twitter）、Facebook）など

保育所・幼稚園など

区役所の窓口や電話での相談・問合せ

民間団体（施設）のホームページ、
個人のブログやＳＮＳなど

保育所・幼稚園などを除く施設
（地域子育て支援センター、
こども文化センターなど）

その他①

その他②

10.6 

8.9 

2.4 

2.7 

3.8 

1.8 

0.9 

13.8 

4.7 

2.6 

6.2 

1.6 

0.9 

22.0 

29.5 

20.9 

18.0 

24.9 

7.9 

3.8 

41.8 

13.2 

13.3 

19.4 

3.3 

1.6 

11.3 

10.4 

13.9 

11.3 

11.9 

7.4 

4.2 

11.1 

4.7 

4.9 

6.5 

1.3 

1.0 

13.7 

11.0 

11.1 

7.8 

8.8 

8.2 

4.5 

9.5 

4.8 

3.4 

6.0 

0.5 

0.4 

41.9 

39.4 

51.0 

59.6 

49.9 

74.2 

86.1 

23.2 

72.1 

75.2 

61.5 

73.0 

72.8 

0.5 

0.7 

0.6 

0.7 

0.7 

0.6 

0.6 

0.7 

0.6 

0.6 

0.5 

20.5 

23.4 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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①食事の頻度 

小・中学生（問９） 

『朝ごはん』の食事の頻度を聞いたところ、小学校５年生では「毎日食べた」が 87.4％と最も高く、次いで

「週に５、６日は食べた」が 5.8％、「週に３、４日は食べた」が 2.8％となっている。 

中学校２年生では「毎日食べた」が 80.4％と最も高く、次いで「週に５、６日は食べた」が 8.7％、「週に

１、２日は食べた」が 4.0％となっている。 

＜今回調査＞【図表 4-3 食事の頻度（朝ごはん）】 

 

『夕ごはん』の食事の頻度を聞いたところ、「毎日食べた」（小学校５年生：96.9％、中学校２年生：96.6％）

が最も高く、次いで「週に５、６日は食べた」（小学校５年生：1.5％、中学校２年生：2.5％）、「週に３、４

日は食べた」（小学校５年生：0.2％、中学校２年生：0.4％）となっている。 

＜今回調査＞【図表 4-5 食事の頻度（夕ごはん）】 

 

『夏休みのお昼ごはん』の食事の頻度を聞いたところ、「毎日食べた」（小学校５年生：93.9％、中学校２年

生：89.2％）が最も高く、次いで「週に５、６日は食べた」（小学校５年生：3.4％、中学校２年生：7.0％）、

「週に３、４日食べた」（小学校５年生：1.2％、中学校２年生：2.2％）となっている。 

＜今回調査＞【図表 4-7 食事の頻度（夏休みのお昼ごはん）】 

 

 

毎日食べた 週に５、６日

は食べた

週に３、４日

は食べた

週に１、２日

は食べた

食べなかった 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

87.4

80.4

5.8

8.7

2.8

3.3

2.0

4.0

1.4

3.3

0.6

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

毎日食べた 週に５、６日

は食べた

週に３、４日

は食べた

週に１、２日

は食べた

食べなかった 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

96.9

96.6

1.5

2.5

0.2

0.4

0.1

0.0

0.2

0.1

1.1

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

毎日食べた 週に５、６日

は食べた

週に３、４日

は食べた

週に１、２日

は食べた

食べなかった 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

93.9

89.2

3.4

7.0

1.2

2.2

0.3

0.7

0.1

0.6

1.1

0.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（６）子どもの日常生活 
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②自分や友達の家以外で、平日の放課後や休日に過ごすことができる場所（こども文化センターなど）の

利用状況と利用希望 

小・中学生（問１０） 

自宅や学校以外の居場所の利用状況を聞いたところ、『自分や友達の家以外で、平日の放課後や休日に過ご

すことができる場所（こども文化センターなど）』では「利用している」は小学校５年生が 29.7％、中学校２

年生が 14.9％、「利用したことがある」は小学校５年生が 46.5％、中学校２年生が 58.1％となっている。 

利用希望を聞いたところ、「利用したい」は小学校５年生が 53.2％、中学校２年生が 46.6％、「利用したく

ない」は小学校５年生が 31.9％、中学校２年生が 44.4％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-34 自分や友達の家以外で、平日の放課後や休日に過ごすことができる場所 

（こども文化センターなど）の利用状況】 

 

 

＜今回調査＞【図表 4-35 自分や友達の家以外で、平日の放課後や休日に過ごすことができる場所 

（こども文化センターなど）の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している 利用したことがある 利用したことがない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

29.7

14.9

46.5

58.1

23.1

26.6

0.7

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用したい 利用したくない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

53.2

46.6

31.9

44.4

14.9

9.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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③自分や友達の家以外で、夕ごはんを無料か安く食べることができる場所（子ども食堂など）の利用状況

と利用希望 

小・中学生（問１０） 

『自分や友達の家以外で、夕ごはんを無料か安く食べることができる場所（子ども食堂など）』では「利用

している」は小学校５年生が 1.9％、中学校２年生が 1.9％、「利用したことがある」は小学校５年生が 7.4％、

中学校２年生が 8.0％となっている。 

利用希望を聞いたところ、「利用したい」は小学校５年生が 36.5％、中学校２年生が 34.7％、「利用したく

ない」は小学校５年生が 49.6％、中学校２年生が 57.0％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-49 自分や友達の家以外で、夕ごはんを無料か安く食べることが 

できる場所（子ども食堂など）の利用状況】 

 

 

＜今回調査＞【図表 4-50 自分や友達の家以外で、夕ごはんを無料か安く食べることが 

できる場所（子ども食堂など）の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している 利用したことがある 利用したことがない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

1.9

1.9

7.4

8.0

89.1

88.8

1.6

1.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用したい 利用したくない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

36.5

34.7

49.6

57.0

13.9

8.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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④学校以外で、勉強を無料でみてくれる場所の利用状況と利用希望 

小・中学生（問１０） 

『学校以外で、勉強を無料でみてくれる場所』では「利用している」は小学校５年生が 4.7％、中学校２年

生が 4.3％、「利用したことがある」は小学校５年生が 6.6％、中学校２年生が 7.9％となっている。 

利用希望を聞いたところ、「利用したい」は小学校５年生が 33.4％、中学校２年生が 41.1％、「利用したくな

い」は小学校５年生が 53.1％、中学校２年生が 50.7％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-64 学校以外で、勉強を無料でみてくれる場所の利用状況】 

 

 

＜今回調査＞【図表 4-65 学校以外で、勉強を無料でみてくれる場所の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している 利用したことがある 利用したことがない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

4.7

4.3

6.6

7.9

86.9

86.8

1.9

1.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用したい 利用したくない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

33.4

41.1

53.1

50.7

13.6

8.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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⑤自分の家や学校以外で、何でも相談できる場所（電話やネット、ＳＮＳ相談を含む）の利用状況と利用

希望 

小・中学生（問１０） 

『自分の家や学校以外で、何でも相談できる場所（電話やネット、ＳＮＳ相談を含む）』では「利用してい

る」は小学校５年生が 3.2％、中学校２年生が 4.6％、「利用したことがある」は小学校５年生が 3.4％、中学

校２年生が 6.4％となっている。 

利用希望を聞いたところ、「利用したい」は小学校５年生が 25.1％、中学校２年生が 28.9％、「利用したく

ない」は小学校５年生が 60.9％、中学校２年生が 62.5％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-79 自分の家や学校以外で、何でも相談できる場所 

（電話やネット、ＳＮＳ相談を含む）の利用状況】 

 

 

＜今回調査＞【図表 4-80 自分の家や学校以外で、何でも相談できる場所 

（電話やネット、ＳＮＳ相談を含む）の利用希望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している 利用したことがある 利用したことがない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

3.2

4.6

3.4

6.4

91.9

88.2

1.4

0.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

利用したい 利用したくない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

25.1

28.9

60.9

62.5

14.0

8.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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⑥放課後過ごす場所 

 小・中学生（問１３） 

放課後過ごす場所を複数回答で聞いたところ、小学校５年生では「自分の家・親せきの家」が 76.5％と最も

高く、次いで「公園」が 44.8％、「塾や習い事（スポーツの教室などを含む）」が 43.3％となっている。 

中学校２年生では「自分の家・親せきの家」が 77.9％と最も高く、次いで「学校（部活動を含む）」が 51.3％、

「塾や習い事（スポーツの教室などを含む）」が 37.4％となっている。 

経年でみると、中学校２年生では「学校（部活動を含む）」が前回調査に比べて高く、「自分の家・親せきの

家」は低くなっている。 

前回調査には、小学校５年生ではこの設問は含まれていない。 

 

【図表 4-101 放課後過ごす場所（複数回答）】 

＜今回調査＞                ＜前回調査＞ 

 

 

 

 

 

 

76.5

28.8

43.3

17.5

44.8

3.6

24.1

2.7

3.7

7.1

4.1

0.4

1.7

77.9

13.7

37.4

6.5

17.4

6.4

51.3

3.0

14.2

3.8

1.1

0.7

0 20 40 60 80 100

自分の家・親せきの家

友達の家

塾や習い事（スポーツの

教室などを含む）

こども文化センター

公園

ゲームセンター

学校（部活動を含む※）

わくわくプラザ※

図書館

商店街・ショッピングモール

その他

わからない

無回答

小学校５年生（n=1,547）

中学校２年生（n=1,384）
(MA%)

89.6

8.8

42.0

1.9

12.6

2.3

40.7

0.6

8.0

2.2

0.6

0.7

0 20 40 60 80 100

自分の家・親せきの家

友達の家

塾や習い事（スポーツの

教室などを含む）

こども文化センターなど

公園

ゲームセンター

学校（部活動を含む）

図書館

商店街・ショッピングモール

その他

わからない

無回答

中学校２年生（n=2,811）

(MA%)
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⑦放課後過ごす場所に希望すること 

 小・中学生（問１２） 

放課後過ごす場所に希望することを複数回答で聞いたところ、小学校５年生では「友達と気軽に集まれるよ

うにしてほしい」が 59.0％と最も高く、次いで「一人でも自由にのんびり過ごせるようにしてほしい」「ボー

ル遊びなどの運動がしたい」が 44.2％となっている。 

中学校２年生では「友達と気軽に集まれるようにしてほしい」が 53.3％と最も高く、次いで「一人でも自由

にのんびり過ごせるようにしてほしい」が 49.9％、「飲食できるスペースがほしい」が 32.6％となっている。 

なお、前回調査には、この設問は含まれていない。 

 

＜今回調査＞【図表 4-95 放課後過ごす場所に希望すること（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.2

59.0

20.9

29.5

44.2

21.6

8.1

12.3

2.8

12.6

1.4

49.9

53.3

29.9

32.6

29.2

9.0

6.6

3.7

2.5

16.2

0.9

0 20 40 60 80 100

一人でも自由にのんびり

過ごせるようにしてほしい

友達と気軽に集まれるようにしてほしい

勉強できるスペースがほしい

飲食できるスペースがほしい

ボール遊びなどの運動がしたい

楽しいイベントや講座を開いてほしい

悩みなどを相談できる大人がいてほしい

遊びを教えてくれる大人がいてほしい

その他

特に望むことはない

無回答

小学校５年生（n=1,547）

中学校２年生（n=1,384）
(MA%)
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⑧地域のスポーツクラブ、文化クラブ、学校の部活動、生徒会活動への参加状況 

 小・中学生（問１４） 

スポーツクラブ・部活動等への参加状況を聞いたところ、小学校５年生では「参加している」が 35.3％、

「参加していない」が 62.4％となっている。 

中学校２年生では「参加している」が 85.5％、「参加していない」が 12.9％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-159 地域のスポーツクラブ、文化クラブ、学校の部活動、 

生徒会活動への参加状況】 

 

 

⑨スポーツクラブ、部活動等へ参加しない理由 

 小・中学生（問１５） 

スポーツクラブ、部活動等へ参加していない方に、その理由を複数回答で聞いたところ、小学校５年生では

「入りたいクラブがないから」が 50.2％と最も高く、次いで「塾や習い事が忙しいから」が 39.1％、「一緒に

入る友達がいないから」が 13.6％となっている。 

中学校２年生では「入りたいクラブ・部活動がないから」が 47.2％と最も高く、次いで「塾や習い事が忙し

いから」が 21.3％、「費用がかかるから」が 7.9％となっている。 

 

【図表 4-167 スポーツクラブ、部活動等へ参加しない理由（複数回答）】 

 

参加している 参加していない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

35.3

85.5

62.4

12.9

2.3

1.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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①自由時間の過ごし方 

 若者（問１８） 

「テレビ、漫画、動画サイト、雑誌などをみる」が 76.8％で最も高く、次いで「スマホや専用機器等でゲー

ムをする」が 62.0％、「友人と遊んだり、飲食したりする」が 61.4％となっている。 

 

【図表 5-21 自由時間の過ごし方（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76.8

62.0

61.4

58.6

48.3

42.7

42.2

17.6

17.4

10.1

3.0

0.6

3.8

0.0

0 20 40 60 80 100

テレビ、漫画、動画サイト、

雑誌などをみる

スマホや専用機器等で

ゲームをする

友人と遊んだり、

飲食したりする

趣味の活動をする

読書をしたり、

音楽を聴いたりする

買い物をする

（ネットショッピング含む）

ＳＮＳやブログを見たり

投稿したりする

１人で食事をする

資格試験などの勉強をする

１人でお酒を飲む

地域の行事や

イベントに参加する

特に何もせずに

過ごしている

その他

無回答

全 体 (n=1,079)

(MA%)

（７）若者の生活状況 
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②現在の経済的な生活状況（就学・就業状況別） 

 若者（問１０） 

現在の経済的な生活状況を就学・就業状況別にみると、「生活に十分な余裕がある」は『高校（高等部）に

通っている』が 26.0％、「生活に余裕は無いが、それほど困ってもいない」は『嘱託、派遣社員、契約社員等

として働いている』が 46.7％と、全体に比べて高くなっている。「生活にある程度の余裕がある」は『嘱託、

派遣社員、契約社員等として働いている』が 10.7％と、全体に比べて低くなっている。 

なお、サンプル数が 50に満たないものは参考値とする。 

 

＜今回調査＞【図表 5-25 現在の経済的な生活状況】（就学・就業状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活に十分な
余裕がある

生活にある
程度の余裕が

ある

生活に余裕は
無いが、
それほど
困っても
いない

生活が
やや苦しい

生活が
大変苦しい

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,048）

高校（高等部）に通っている
　　（n=173）

大学（院）や専門学校等に
通っている（n=207）

正規社員や正規職員として
働いている（n=498）

嘱託、派遣社員、契約社員等として
働いている（n=75）

自営業や会社役員として働いている
　　（n=23）

専業主婦・主夫である
　　（n=18）

無職
　　（n=30）

その他
　　（n=23）

13.5 

26.0 

20.8 

8.4 

6.7 

13.0 

0.0 

3.3 

13.0 

32.8

40.5

39.1

33.5

10.7

26.1

38.9

13.3

4.3

32.8

24.9

24.2

37.1

46.7

26.1

27.8

33.3

39.1

14.8

5.2

12.1

16.3

24.0

21.7

22.2

23.3

26.1

6.0

3.5

3.9

4.6

12.0

13.0

11.1

26.7

17.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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③将来の経済的な生活状況（就学・就業状況別） 

 若者（問１１） 

将来（５～10 年後）の経済的な生活状況を就学・就業状況別にみると、「生活がやや苦しくなりそうだ」は

『嘱託、派遣社員、契約社員等として働いている』が 42.9％と、全体に比べて高くなっている。 

経年でみると、「生活がやや苦しくなりそうだ」は『嘱託、派遣社員、契約社員等として働いている』で、

前回調査に比べて高く、「生活に余裕までは見込めないが、大きく困ることもなさそうだ」は『嘱託、派遣社

員、契約社員等として働いている』で、前回調査に比べて低くなっている。 

なお、サンプル数が 50に満たないものは参考値とする。 

 

＜今回調査＞【図表 5-29 将来（５～10 年後）の経済的な生活状況】（就学・就業状況別） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活に余裕が
見込まれる
（見通しが

立っている）

生活に余裕
までは見込め

ないが、大きく
困ることも
なさそうだ

生活が
やや苦しく
なりそうだ

生活が
大変苦しく
なりそうだ

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=982）

高校（高等部）に通っている
　　（n=152）

大学（院）や専門学校等に
通っている（n=186）

正規社員や正規職員として
働いている（n=488）

嘱託、派遣社員、契約社員等として
働いている（n=70）

自営業や会社役員として働いている
　　（n=20）

専業主婦・主夫である
　　（n=17）

無職
　　（n=26）

その他
　　（n=23）

8.2 

7.9 

7.5 

9.2 

8.6 

5.0 

5.9 

3.8 

4.3 

52.2 

60.5 

57.0 

53.3 

28.6 

60.0 

52.9 

19.2 

39.1 

27.2 

21.7 

23.7 

28.1 

42.9 

15.0 

29.4 

30.8 

30.4 

12.3 

9.9 

11.8 

9.4 

20.0 

20.0 

11.8 

46.2 

26.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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＜前回調査＞【図表 5-30 将来（５～10 年後）の経済的な生活状況】（就学・就業状況別） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活に余裕が
見込まれる
（見通しが

立っている）

生活に余裕
までは見込め

ないが、大きく
困ることも
なさそうだ

生活が
やや苦しく
なりそうだ

生活が
大変苦しく
なりそうだ

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,039）

高校（高等部）に通っている
　　（n=115）

大学（院）や専門学校等に
通っている（n=217）

正規社員や正規職員として
働いている（n=518）

嘱託、派遣社員、契約社員等として
働いている（n=77）

自営業や会社役員として働いている
　　（n=23）

専業主婦・主夫である
　　（n=26）

無職
　　（n=20）

その他
　　（n=43）

11.8 

12.2 

11.5 

14.1 

6.5 

13.0 

0.0 

10.0 

2.3 

60.8 

68.7 

59.9 

62.9 

45.5 

52.2 

65.4 

35.0 

60.5 

18.7 

17.4 

15.7 

17.6 

31.2 

17.4 

26.9 

25.0 

20.9 

8.7 

1.7 

12.9 

5.4 

16.9 

17.4 

7.7 

30.0 

16.3 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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④関心のあること 

 若者（問９） 

今、関心のあることを複数回答で聞いたところ、「お金のこと」が 66.3％で最も高く、次いで「自分の将来

や進路のこと」が 65.0％、「仕事のこと」が 48.1％となっている。 

 

【図表 5-31 今、関心のあること（複数回答）】 

 

 

⑤将来どの学校まで行きたい（卒業したい）か 

 若者（問１２－１） 

「高校（高等部）に通っている」「大学（院）や専門学校等に通っている」方に、将来どの学校まで行きた

い（卒業したい）かを聞いたところ、「大学またはそれ以上」が 78.6％で最も高く、次いで「短大・高専・専

門学校まで」が 11.7％、「まだわからない」が 4.5％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 5-33 将来どの学校まで行きたい（卒業したい）か】 

 

 

66.3

65.0

48.1

45.4

42.5

40.8

40.0

39.8

35.1

31.6

26.4

25.0

11.7

0.8

2.0

0.2

0 20 40 60 80 100

お金のこと

自分の将来や進路のこと

仕事のこと

趣味のこと

自分自身のこと

（健康・容姿・性格など）

恋愛・結婚のこと

生活のこと

自分の家族のこと

友人や仲間のこと

流行やファッションのこと

勉強のこと

政治や社会のこと

性に関すること

その他

特に関心のあることはない

無回答

全 体 (n=1,079)

(MA%)

高校まで
短大・高専・
専門学校まで

大学または
それ以上

まだわからない その他 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=401） 3.5 11.7 78.6 4.5 

0.5 

1.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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⑥仕事を選ぶ際に重要だと思うこと 

 若者（問１３） 

仕事を選ぶ際に重要だと思うことを聞いたところ、「重要である」と「どちらかといえば重要」を足し合わ

せた割合は『就業先の雰囲気・社風・人間関係がよい』が 97.5％で最も高く、「どちらかといえば重要ではな

い」と「重要ではない」を足し合わせた割合は『地元で働ける（実家から通える）』が 54.4％で最も高くなっ

ている。 

経年でみると、「重要である」は『安定していて長く続けられる』『高収入である』『福利厚生が充実してい

る』で、前回調査に比べて高くなっている。 

なお、前回調査は設問内容が異なるため、参考値とする。 

 

＜今回調査＞【図表 5-36 仕事を選ぶ際に重要だと思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体（n=1,079） 重要である
どちらかと
いえば重要

どちらかと
いえば重要
ではない

重要ではない わからない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）自分のやりたいことができる

（イ）自分が身につけた知識や技術を
　　　活かせる

（ウ）安定していて長く続けられる

（エ）高収入である

（オ）福利厚生が充実している

（カ）働く先が大きな会社（大企業）
　　　又は有名な会社である

（キ）残業が少ない・休みがとりやすい
　　　などワークライフバランスが取れる

（ク）地元で働ける（実家から通える）

（ケ）就業先の雰囲気・社風・人間関係が
　　　よい

51.7

45.4

62.1

50.9

60.0

12.8

67.4

16.0

77.8

39.3 

42.7 

29.1 

39.9 

32.3 

33.5 

26.3 

27.0 

19.7 

6.1 

7.5 

5.9 

6.7 

4.3 

30.1 

3.2 

24.3 

1.2 

1.8 

2.7 

2.3 

1.3 

1.3 

20.5 

1.5 

30.1 

0.2 

0.9 

1.6 

0.5 

1.2 

2.1 

3.0 

1.6 

2.5 

1.0 

0.2 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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＜前回調査＞【図表 5-37 仕事を選ぶ際に重要だと思うこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体（n=1,184） 重要である
どちらかと
いえば重要

どちらかと
いえば重要
ではない

重要ではない わからない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）自分のやりたいことができる

（イ）自分が身につけた知識や技術を
　　　活かせる

（ウ）安定していて長く続けられる

（エ）高収入である

（オ）福利厚生が充実している

（カ）働く先が大きな会社（大企業）
　　　又は有名な会社である

（キ）残業が少ない・休みがとりやすい
　　　などワークライフバランスが取れる

49.1

38.8

51.4

33.0

49.2

8.5

65.1

41.4 

45.5 

34.5 

50.1 

38.1 

27.0 

27.4 

6.3 

10.0 

8.8 

11.9 

6.6 

31.4 

4.0 

2.0 

3.4 

3.6 

3.3 

2.4 

29.0 

2.2 

1.3 

2.4 

1.7 

1.7 

3.6 

4.1 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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①現在の悩みや心配ごと（小学５年生） 

 小・中学生（問１６） 

「心配」と「どちらかといえば心配」を足し合わせた割合は、『自然環境のこと』が 58.6％と最も高く、次

いで『進学のこと』が 48.9％となっている。「心配ではない」と「どちらかといえば心配ではない」を足し合

わせた割合は、『恋愛のこと』が 76.4％と最も高く、次いで『容姿のこと』が 74.7％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-104,105 悩みや心配ごと】（小学校５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校５年生（n=1,547）

心配 どちらかと

いえば心配

どちらかと

いえば心配

ではない

心配ではない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）勉強のこと

（イ）進学のこと

（ウ）就職のこと

（エ）仕事のこと

（オ）家族のこと

（カ）友人や仲間のこと

（キ）恋愛のこと

12.5

18.8

20.2

20.1

11.8

12.3

10.9

31.4

30.1

24.4

22.7

14.0

15.9

11.0

27.7

22.9

21.3

20.5

19.5

20.7

16.9

27.6

27.2

32.6

35.2

53.7

50.1

59.5

0.7

1.0

1.6

1.6

1.0

1.0

1.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（８）子ども・若者の心配ごと・悩み 

（ク）お金のこと

（ケ）政治や社会のこと

（コ）性格のこと

（サ）健康のこと

（シ）容姿のこと

（ス）体力のこと

（セ）自分の将来のこと

（ソ）自然環境のこと

18.7

20.9

12.7

12.5

9.4

17.4

21.7

32.2

19.0

22.6

18.4

15.4

14.0

19.4

21.3

26.4

20.5

17.1

25.4

19.4

21.8

20.5

21.4

15.3

40.8

37.5

42.3

51.6

52.9

41.8

34.7

25.0

1.0

1.9

1.2

1.0

1.9

0.9

0.9

1.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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②現在の悩みや心配ごと（中学２年生） 

 小・中学生（問１６） 

「心配」と「どちらかといえば心配」を足し合わせた割合は、『進学のこと』が 72.4％と最も高く、次いで

『勉強のこと』が 70.0％となっている。「心配ではない」と「どちらかといえば心配ではない」を足し合わせ

た割合は、『家族のこと』が 77.1％と最も高く、次いで『恋愛のこと』が 72.9％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-106,107 悩みや心配ごと】（中学校２年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校２年生（n=1,384）

心配 どちらかと

いえば心配

どちらかと

いえば心配

ではない

心配ではない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）勉強のこと

（イ）進学のこと

（ウ）就職のこと

（エ）仕事のこと

（オ）家族のこと

（カ）友人や仲間のこと

（キ）恋愛のこと

32.2

39.5

35.4

33.6

8.7

11.0

12.1

37.8

32.9

30.8

30.3

13.7

18.2

14.3

17.6

14.8

17.6

17.4

23.6

26.7

19.4

11.9

12.5

15.5

17.9

53.5

43.6

53.5

0.4

0.3

0.7

0.7

0.6

0.5

0.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
（ク）お金のこと

（ケ）政治や社会のこと

（コ）性格のこと

（サ）健康のこと

（シ）容姿のこと

（ス）体力のこと

（セ）自分の将来のこと

（ソ）自然環境のこと

23.2

23.7

16.7

12.7

17.1

23.6

34.8

22.0

20.5

25.1

20.8

17.5

19.8

21.2

28.9

27.0

22.0

18.2

26.7

22.5

24.7

22.0

15.8

20.1

33.7

32.2

35.2

46.7

37.6

32.5

20.0

30.3

0.6

0.8

0.6

0.7

0.7

0.7

0.6

0.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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③現在の悩みや心配ごと（若者） 

 若者（問２１） 

「心配」と「どちらかといえば心配」を足し合わせた割合は『お金のこと』が 77.2％で最も高く、「どちら

かといえば心配ではない」と「心配ではない」を足し合わせた割合は『友人や仲間のこと』が 75.2％で最も高

くなっている。 

 

＜今回調査＞【図表 5-89 現在の悩みや心配ごと】 

 

 

 

 

 

全体（n=1,079） 心配
どちらかと
いえば心配

どちらかと
いえば心配
ではない

心配ではない 無回答

[ 凡例 ]

勉強のこと

進学のこと

就職のこと

仕事のこと

家族のこと

友人や仲間のこと

恋愛のこと

お金のこと

政治や社会のこと

性格のこと

健康のこと

容姿のこと

体力のこと

自分の将来のこと

自然環境のこと

19.0 

15.7 

25.5 

31.6 

15.8 

7.6 

17.3 

44.8 

40.1 

15.4 

22.9 

18.1 

26.9 

45.1 

20.4 

28.2 

10.8 

20.6 

36.1 

26.9 

16.8 

23.9 

32.4 

33.5 

27.7 

32.3 

26.9 

29.6 

31.9 

35.6 

19.4 

12.0 

10.3 

16.9 

24.9 

27.7 

18.0 

14.4 

12.8 

23.2 

22.7 

25.9 

20.1 

13.0 

22.5 

32.3 

60.2 

42.6 

15.0 

31.9 

47.5 

40.2 

8.1 

13.0 

33.3 

21.8 

28.5 

23.1 

9.3 

20.8 

1.2 

1.3 

1.0 

0.5 

0.6 

0.5 

0.6 

0.4 

0.6 

0.5 

0.4 

0.6 

0.4 

0.7 

0.7 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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④相談相手の有無 

 小・中学生（問１７） 

この１年間で困りごとや悩みの相談相手を複数回答で聞いたところ、「父親または母親」（小学校５年生：

58.6％、中学校２年生：52.8％）が最も高く、次いで「学校の友達・先輩・後輩」（小学校５年生：38.1％、

中学校２年生：52.1％）、「学校の先生」（小学校５年生：24.6％、中学校２年生：21.0％）となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-108 相談相手の有無（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.6

14.1

8.6

2.7

24.6

1.6

1.1

4.1

38.1

6.7

0.9

1.2

2.8

6.5

19.8

1.0

52.8

14.6

4.6

2.0

21.0

2.1

0.4

5.0

52.1

7.8

3.6

1.2

3.3

7.9

14.5

0.9

0 20 40 60 80 100

父親または母親

きょうだい

祖父または祖母

親せき

学校の先生

スクールカウンセラー

わくわくプラザ・こども

文化センターの職員※

その他の大人（習い事の

先生、近所の大人など）

学校の友達・先輩・後輩

学校以外の友達

インターネット上の不特定

の人物（SNS や匿名

掲示板など）

その他の人

相談したかったが、だれ

にも相談できなかった

相談したいと思わなかった

困ったことや悩みは

なかった

無回答

小学校５年生（n=1,547）

中学校２年生（n=1,384） (MA%)
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若者（問２２） 

この１年間の悩みや心配ごとの相談先を複数回答で聞いたところ、「親」が 55.8％で最も高く、次いで「学

校や職場の友人・先輩・後輩」が 39.0％、「学校や職場以外の友人・知人や恋人」が 36.2％となっている。ま

た、「相談したいと思わなかった」が 7.4％、「困ったことや悩みはなかった」が 5.4％、「相談したかったが、

誰にも相談できなかった」が 2.6％となっている。 

 

【図表 5-105 相談先相手の有無（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.8

39.0

36.2

16.7

15.4

5.2

3.4

2.9

1.5

0.9

5.8

3.3

2.6

7.4

5.4

0.7

0 20 40 60 80 100

親

学校や職場の

友人・先輩・後輩

学校や職場以外の

友人・知人や恋人

きょうだい

学校の先生や職場の上司

インターネット上の

不特定の人物

祖父母

専門の相談機関や

相談窓口

親せき

スクールカウンセラー

その他の大人

その他の人

相談したかったが、

誰にも相談できなかった

相談したいと

思わなかった

困ったことや

悩みはなかった

無回答

全 体 (n=1,079)

(MA%)
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①将来に対する考え方や自己肯定感など 

 小・中学生（問２０） 

『大学を出ないとよい仕事につけないと思う』についてどう思うか聞いたところ、小学校５年生、中学校２

年生ともに「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を足し合わせた割合が「どちらかといえばそう思わ

ない」と「そう思わない」を足し合わせた割合を上回っている。 

＜今回調査＞【図表 4-208 （ア）大学を出ないとよい仕事につけないと思う】 

 

 

『がんばって働かなくても生活していけると思う』についてどう思うか聞いたところ、小学校５年生、中学

校２年生ともに「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を足し合わせた割合が「そう思う」と

「どちらかといえばそう思う」を足し合わせた割合を上回っている。 

＜今回調査＞【図表 4-210 （イ）がんばって働かなくても生活していけると思う】 

 

 

『希望する学校や会社に入れるか不安だ』についてどう思うか聞いたところ、小学校５年生、中学校２年生

ともに「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を足し合わせた割合が「どちらかといえばそう思わない」

と「そう思わない」を足し合わせた割合を上回っている。 

＜今回調査＞【図表 4-212 （ウ）希望する学校や会社に入れるか不安だ】 

 

そう思う どちらかと

いえば

そう思う

どちらかと

いえば

そう思わない

そう思わない わからない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

29.9

37.6

28.8

35.1

11.6

10.5

12.4

9.5

16.9

6.9

0.4

0.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

そう思う どちらかと

いえば

そう思う

どちらかと

いえば

そう思わない

そう思わない わからない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

3.2

4.8

6.7

9.2

18.2

24.3

59.6

53.4

11.8

7.9

0.5

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

そう思う どちらかと

いえば

そう思う

どちらかと

いえば

そう思わない

そう思わない わからない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

29.4

39.4

29.9

34.7

12.6

9.7

13.4

8.6

14.1

7.2

0.6

0.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（９）自身の将来への展望 
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『自分の将来が楽しみだ』についてどう思うか聞いたところ、小学校５年生、中学校２年生ともに「そう思

う」と「どちらかといえばそう思う」を足し合わせた割合が「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わ

ない」を足し合わせた割合を上回っている。 

＜今回調査＞【図表 4-214 （エ）自分の将来が楽しみだ】 

 

 

『自分のことが好きだ』についてどう思うか聞いたところ、小学校５年生、中学校２年生ともに「そう思う」

と「どちらかといえばそう思う」を足し合わせた割合が「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」

を足し合わせた割合を上回っている。 

＜今回調査＞【図表 4-216 （オ）自分のことが好きだ】 

 

 

『自分は家族に大事にされていると思う』についてどう思うか聞いたところ、小学校５年生、中学校２年生

ともに「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を足し合わせた割合が「どちらかといえばそう思わない」

と「そう思わない」を足し合わせた割合を上回っている。 

＜今回調査＞【図表 4-218 （カ）自分は家族に大事にされていると思う】 

 

 

 

 

 

そう思う どちらかと

いえば

そう思う

どちらかと

いえば

そう思わない

そう思わない わからない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

44.9

29.6

27.0

30.7

12.3

17.8

6.6

11.9

8.8

9.2

0.5

0.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

そう思う どちらかと

いえば

そう思う

どちらかと

いえば

そう思わない

そう思わない わからない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

36.7

26.2

30.2

32.6

12.9

16.1

10.3

13.9

9.5

10.6

0.5

0.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

そう思う どちらかと

いえば

そう思う

どちらかと

いえば

そう思わない

そう思わない わからない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

72.6

62.1

19.6

27.2

2.1

3.0

1.2

1.8

4.1

5.3

0.4

0.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

-52-



 
 

若者（問１４） 

将来に対する考え方や自己肯定感等について聞いたところ、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」

を足し合わせた割合は『自分は家族に大事にされていると思う』が 91.1％で最も高く、「どちらかといえばそ

う思わない」と「そう思わない」を足し合わせた割合は『がんばって働かなくても生活していけると思う』が

69.3％で最も高くなっている。 

 

＜今回調査＞【図表 5-54 将来に対する考え方や自己肯定感等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体（n=1,079） そう思う
どちらかと
いえばそう

思う

どちらかと
いえばそう
思わない

そう
思わない

わからない 無回答

[ 凡例 ]

（ア）大学を出ないとよい
　　　仕事につけないと思う

（イ）がんばって働かなくても
　　　生活していけると思う

（ウ）希望する学校や会社に
　　　入れるか不安だ

（エ）自分の将来が楽しみだ

（オ）自分のことが好きだ

（カ）自分は家族に大事に
　　　されていると思う

24.3 

8.8 

31.4 

21.1 

28.9 

66.3 

37.2 

19.4 

26.1 

36.6 

34.5 

24.8 

13.7 

26.8 

14.1 

20.7 

17.5 

3.2 

21.6 

42.5 

17.0 

16.5 

14.6 

2.7 

3.2 

2.4 

11.1 

4.7 

4.3 

2.9 

0.1 

0.1 

0.3 

0.4 

0.2 

0.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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②希望する最終学歴 

 小・中学生（問６） 

小学校５年生では「大学またはそれ以上」が 50.7％と最も高く、次いで「まだわからない」が 31.1％、「高

校まで」が 9.8％となっている。 

中学校２年生では「大学またはそれ以上」が 65.2％と最も高く、次いで「まだわからない」が 16.3％、「短

大・高専・専門学校まで」が 10.5％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-308 希望する最終学歴】 

 

 

小学校５年生の希望する最終学歴を保護者（ふたり親）の最終学歴別にみると、「大学またはそれ以上」は

『大卒以上×大卒以上』が 66.2％と全体に比べて高く、『高卒以上大卒未満×高卒以上大卒未満』が 35.6％と

全体に比べて低くなっている。なお、サンプル数が 50に満たないものは参考値とする。 

 

＜今回調査＞【図表 4-316 希望する最終学歴】（小学校５年生・保護者（ふたり親） 

の最終学歴別） 

 

 

 

 

 

中学校まで 高校まで 短大・高専・

専門学校まで

大学または

それ以上

まだ

わからない

無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

0.6

0.5

9.8

7.1

7.1

10.5

50.7

65.2

31.1

16.3

0.6

0.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

中学校まで 高校まで 短大・高専・

専門学校まで

大学または

それ以上
まだわからない

[ 凡例 ]

全          体

    （n=1,363）

大卒以上× 大卒以上

      （n=595）

大卒以上× 大卒未満

      （n=435）

高卒以上大卒未満×

高卒以上大卒未満

      （n=278）

大卒未満× 中卒

       （n=20）

中卒× 中卒

        （n=5）

0.4

0.2

0.2

1.1

0.0

0.0

9.7

4.5

10.1

18.3

20.0

60.0

7.0

4.0

7.6

12.6

20.0

0.0

52.1

66.2

44.6

35.6

25.0

20.0

30.7

25.0

37.5

32.4

35.0

20.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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中学校２年生の希望する最終学歴を保護者（ふたり親）の最終学歴別にみると、「大学またはそれ以上」は

『大卒以上×大卒以上』が 79.5％と全体に比べて高く、『高卒以上大卒未満×高卒以上大卒未満』が 49.4％と

全体に比べて低くなっている。 

なお、サンプル数が 50に満たないものは参考値とする。 

 

＜今回調査＞【図表 4-326 希望する最終学歴】（中学校２年生・保護者（ふたり親） 

の最終学歴別） 

 

 

若者（問１２－１） 

「高校（高等部）に通っている」「大学（院）や専門学校等に通っている」方に、将来どの学校まで行きた

い（卒業したい）かを聞いたところ、「大学またはそれ以上」が 78.6％で最も高く、次いで「短大・高専・専

門学校まで」が 11.7％、「まだわからない」が 4.5％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 5-33 将来どの学校まで行きたい（卒業したい）か】 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校まで 高校まで 短大・高専・
専門学校まで

大学または
それ以上

まだわからない

[ 凡例 ]

全          体
　  　（n=1,182）

大卒以上×大卒以上
　  　  （n=443）

大卒以上×大卒未満
　    　（n=419）

高卒以上大卒未満×
高卒以上大卒未満
　    　（n=269）

大卒未満×中卒
　     　（n=27）

中卒×中卒
　      　（n=6）

0.3

0.5

0.2

0.0

0.0

0.0

6.3

2.5

5.5

10.8

33.3

33.3

10.2

4.7

11.0

17.5

18.5

16.7

67.1

79.5

69.7

49.4

25.9

16.7

16.2

12.9

13.6

22.3

22.2

33.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

高校まで
短大・高専・
専門学校まで

大学または
それ以上

まだわからない その他 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=401） 3.5 11.7 78.6 4.5 

0.5 

1.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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③将来の夢やつきたい職業の有無 

 小・中学生（問８） 

小学校５年生では「ある」が 69.2％、「ない」が 24.7％となっている。中学校２年生では「ある」が 54.1％、

「ない」が 43.1％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-335 将来の夢やつきたい職業の有無】 

 

 

④将来の夢やつきたい職業がない理由 

小・中学生（問８―１） 

将来の夢やつきたい職業がない方に、その理由を複数回答で聞いたところ、小学校５年生では「自分のやり

たいことがわからないから」が 50.8％と最も高く、次いで「どうやって考えたらよいかわからないから」が

31.7％、「将来の夢や職業について考えたことがないから」が 24.9％となっている。 

中学校２年生では「自分のやりたいことがわからないから」が 72.0％と最も高く、次いで「どうやって考え

たらよいかわからないから」が 33.9％、「自分の得意なことがわからないから」が 33.7％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-345 将来の夢がない理由（複数回答）】 

 

 

ある ない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

69.2

54.1

24.7

43.1

6.1

2.8

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

24.9

31.7

18.8

50.8

23.6

9.2

1.0

19.5

33.9

14.9

72.0

33.7

4.5

0.8

0 20 40 60 80 100

将来の夢や職業について考えたことがないから

どうやって考えたらよいかわからないから

どのような職業があるか知らないから

自分のやりたいことがわからないから

自分の得意なことがわからないから

その他

無回答

小学校５年生（n=382）

中学校２年生（n=596） (MA%)
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①家族の誰かのために世話や家事等をしているか 

小・中学生（問２２） 

「している」は小学校５年生が 30.3％、中学校２年生が 20.7％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-348 家族の誰かのために世話や家事等をしているか】 

 

 

若者（問２４） 

「している」が 16.8％、「していない」が 82.8％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 5-107 家族の誰かのために世話や家事等をしているか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

している していない 無回答

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

30.3

20.7

68.6

78.3

1.0

1.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

している していない 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,079） 16.8 82.8 0.5 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（10）ヤングケアラー 
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②ヤングケアラーの可能性がある方 

 

小・中学生（問２２、問２２－３） 

 ヤングケアラーの可能性があるのは、小学校５年生が 3.6％、中学校２年生が 2.6％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-353 ヤングケアラーの可能性がある方】 

 

 

若者（問２４、問２４－３） 

ヤングケアラーの可能性があるのは全体の 5.6％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 5-109 ヤングケアラーの可能性がある方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤングケアラーの可能性がある 非該当

[ 凡例 ]

小学校５年生

（n=1,547）

中学校２年生

（n=1,384）

3.6

2.6

96.4

97.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ヤングケアラーの可能性がある 非該当

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,079） 5.6 94.4 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

家で、家族の誰かのために世話や家事等をしている（小・中学生：問 22、若者：問 24）、かつ、世話や

家事等をしていることの影響について「特にない」以外の回答をしている（小・中学生：問 22-3、若者：

問 24-3）方を「ヤングケアラーの可能性がある」と定義した。 
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③世話や家事等をしていることの影響 

小・中学生（問２２－３） 

家族の誰かのために世話や家事等をしている人に、世話や家事等をしていることの影響を複数回答で聞いた

ところ、「特にない」（小学校５年生：83.8％、中学校２年生：81.5％）が最も高くなっている。また、小学校

５年生では「寝る時間が足りない」「自由にすごせる時間がない」が 2.8％、「友人と遊べない」が 2.6％とな

っている。 

中学校２年生では「友人と遊べない」が 4.2％、「寝る時間が足りない」が 3.8％となっている。 

ヤングケアラーの可能性がある人（小学校５年生、中学校２年生の合計）では「寝る時間が足りない」「友

人と遊べない」が 26.4％、「自由にすごせる時間がない」が 24.2％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-365 世話や家事等をしていることの影響（複数回答）】 

 

 

 

0.4

1.1

2.1

1.1

1.5

2.8

2.6

2.1

2.8

83.8

2.8

4.5

2.8

1.7

2.8

2.1

3.1

3.8

4.2

1.0

3.1

81.5

3.1

5.9

11.0

11.0

19.8

12.1

17.6

26.4

26.4

14.3

24.2

0.0

24.2

0.0

0 20 40 60 80 100

学校に行けない

遅刻や早退をしてしまう

授業に集中できない

習い事・塾に行けない

家で宿題などの勉強ができない

寝る時間が足りない

友人と遊べない

将来や進路のことを考えられない

自由にすごせる時間がない

特にない

その他

無回答

小学校５年生（n=469）

中学校２年生（n=286）

ヤングケアラーの可能性あり（小５・中２合計）（n=91） (MA%)
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若者（問２４－３） 

家族の誰かのために世話や家事等をしている人に、世話や家事等をしていることの影響を複数回答で聞いた

ところ、全体では「特にない」が 65.7％で最も高く、次いで「自由にすごせる時間がない」が 18.8％、「寝る

時間が少ない」が 13.8％となっている。 

ヤングケアラーの可能性がある人では、「自由にすごせる時間がない」が 56.7％で最も高く、次いで「寝る

時間が少ない」が 41.7％、「家で勉強する時間がない」「友人と遊ぶことができない」が 20.0％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 5-118 世話や家事等をしていることの影響（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.8

13.8

6.6

6.6

3.9

2.2

1.7

1.1

0.6

0.0

2.2

65.7

1.1

56.7

41.7

20.0

20.0

11.7

6.7

5.0

3.3

1.7

0.0

6.7

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

自由にすごせる時間がない

寝る時間が少ない

家で勉強する時間がない

友人と遊ぶことができない

授業・仕事に集中できない

遅刻や早退をしてしまう

学校・職場に行けない

希望する進路を選べない

部活動や習い事・塾に行けない

就職活動ができない

その他

特にない

無回答

全体（n=181）

ヤングケアラーの可能性あり（n=60）

(MA%)
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④世話や家事等をしていて感じること 

小・中学生（問２２－４） 

家族の誰かのために世話や家事等をしている人に、世話や家事等をしていて感じることを複数回答で聞いた

ところ、小学校５年生では「やりがいを感じている」が 45.2％と最も高く、次いで「特に何も感じていない」

が 34.8％、「仕方がない」が 9.4％となっている。 

中学校２年生では「特に何も感じていない」が 44.8％と最も高く、次いで「やりがいを感じている」が 30.4％、

「仕方がない」が 15.0％となっている。 

ヤングケアラーの可能性がある人（小学校５年生、中学校２年生の合計）では「やりがいを感じている」が

42.9％と最も高く、次いで「身体が少しつらい」が 25.3％、「特に何も感じていない」が 19.8％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-368 世話や家事等をしていて感じること（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.2

6.4

0.6

2.1

1.3

9.4

34.8

4.7

3.2

30.4

7.7

1.0

4.2

2.1

15.0

44.8

2.1

5.6

42.9

25.3

4.4

12.1

9.9

17.6

19.8

5.5

1.1

0 20 40 60 80 100

やりがいを感じている

身体が少しつらい

身体がとてもつらい

心が少しつらい

心がとてもつらい

仕方がない

特に何も感じていない

その他

無回答

小学校５年生（n=469）

中学校２年生（n=286）

ヤングケアラーの可能性あり（小５・中２合計）（n=91） (MA%)
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若者（問２４－４） 

家族の誰かのために世話や家事等をしている人に、世話や家事等をしていて感じることを複数回答で聞いた

ところ、全体では「特に何も感じていない」が 37.0％で最も高く、次いで「やりがいを感じている」が 26.0％、

「仕方がない」が 21.0％となっている。 

ヤングケアラーの可能性がある人では、「仕方がない」が 31.7％で最も高く、次いで「やりがいを感じてい

る」「身体が少しつらい」が 26.7％、「心が少しつらい」「特に何も感じていない」が 20.0％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 5-120 世話や家事等をしていて感じること（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.0

21.0

14.9

11.0

5.0

2.8

37.0

2.2

2.2

26.7

31.7

26.7

20.0

15.0

8.3

20.0

1.7

0.0

0 10 20 30 40

やりがいを感じている

仕方がない

身体が少しつらい

心が少しつらい

心がとてもつらい

身体がとてもつらい

特に何も感じていない

その他

無回答

全体（n=181）

ヤングケアラーの可能性あり（n=60）

(MA%)
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⑤世話や家事等についての相談相手 

小・中学生（問２２－５） 

家族の誰かのために世話や家事等をしている人に、世話や家事等についての相談相手を複数回答で聞いたと

ころ、「誰にも話していない」（小学校５年生：61.4％、中学校２年生：66.1％）が最も高く、次いで「家族」

（小学校５年生：24.1％、中学校２年生：15.7％）、「友達」（小学校５年生：10.4％、中学校２年生：8.7％）

となっている。 

ヤングケアラーの可能性がある人（小学校５年生、中学校２年生の合計）では「誰にも話していない」が

51.6％と最も高く、次いで「家族」が 28.6％、「友達」が 22.0％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-371 世話や家事等についての相談相手（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.1

2.1

10.4

4.3

0.0

0.0

3.6

61.4

5.5

15.7

1.4

8.7

2.1

0.7

0.3

4.5

66.1

9.1

28.6

4.4

22.0

8.8

1.1

1.1

4.4

51.6

1.1

0 20 40 60 80 100

家族

親戚

友達

学校の先生

スクールカウンセラー

市役所などの相談窓口

その他

誰にも話していない

無回答

小学校５年生（n=469）

中学校２年生（n=286）

ヤングケアラーの可能性あり（小５・中２合計）（n=91） (MA%)
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若者（問２２－５） 

家族の誰かのために世話や家事等をしている人に、世話や家事等についての相談相手を複数回答で聞いたと

ころ、全体では「誰にも話していない」が 49.7％で最も高く、次いで「家族」が 33.1％、「友達」が 13.3％と

なっている。 

ヤングケアラーの可能性がある人では、「誰にも話していない」「家族」が 41.7％で最も高く、次いで「友

達」が 18.3％、「親戚」が 10.0％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 5-122 世話や家事等についての相談相手（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.1

13.3

4.4

1.7

1.1

0.0

5.5

49.7

5.0

41.7

18.3

10.0

3.3

1.7

0.0

6.7

41.7

1.7

0 20 40 60

家族

友達

親戚

市役所などの相談窓口

学校の先生

スクールカウンセラー

その他

誰にも話していない

無回答

全体（n=181）

ヤングケアラーの可能性あり（n=60）

(MA%)
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⑥周りからしてもらいたいこと 

小・中学生（問２２－６） 

家族の誰かのために世話や家事等をしている人に、周りからしてもらいたいことを複数回答で聞いたとこ

ろ、「勉強を教えてほしい」（小学校５年生：18.8％、中学校２年生：31.1％）が最も高く、次いで「自分のこ

とについて話を聞いてほしい」（小学校５年生：14.9％、中学校２年生：19.2％）、「進路や就職など将来の相

談にのってほしい」（小学校５年生：8.7％、中学校２年生：13.6％）となっている。一方、「特にない」は小

学校５年生が 54.6％、中学校２年生が 48.3％となっている。 

ヤングケアラーの可能性がある人（小学校５年生、中学校２年生の合計）では「勉強を教えてほしい」が

31.9％と最も高く、次いで「自分のことについて話を聞いてほしい」が 26.4％、「進路や就職など将来の相談

にのってほしい」が 24.2％となっている。一方、「特にない」は 28.6％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 4-374 周りからしてもらいたいこと（複数回答）】 

 

 

14.9

1.3

1.1

1.1

2.8

8.7

18.8

3.8

3.2

2.8

54.6

7.2

2.8

19.2

1.4

1.4

1.0

0.7

13.6

31.1

8.4

4.5

1.7

48.3

3.5

3.5

26.4

5.5

6.6

5.5

5.5

24.2

31.9

9.9

13.2

4.4

28.6

7.7

2.2

0 20 40 60 80 100

自分のことについて話を聞いてほしい

家族のお世話について相談にのってほしい

家族の病気や障害、お世話のことなどについて

わかりやすく説明してほしい

自分の行っているお世話のすべてをだれかに

代わってほしい

自分が行っているお世話の一部をだれかに

代わってほしい

進路や就職など将来の相談にのってほしい

勉強を教えてほしい

お金の面で支援してほしい

同じ境遇の人と会って話をする機会を

つくってほしい

その他

特にない

わからない・答えたくない

無回答

小学校５年生（n=469）

中学校２年生（n=286）

ヤングケアラーの可能性あり（小５・中２合計）（n=91） (MA%)
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若者（問２４－６） 

家族の誰かのために世話や家事等をしている人に、周りからしてもらいたいことを複数回答で聞いたとこ

ろ、全体では「お金の面で支援してほしい」が 30.9％で最も高く、次いで、「自分のことについて話を聞いて

ほしい」が 14.9％、「勉強を教えてほしい」が 7.7％となっている。一方、「特にない」は 39.2％となってい

る。 

ヤングケアラーの可能性がある人では、「お金の面で支援してほしい」が 51.7％で最も高く、次いで「自分

のことについて話を聞いてほしい」が 20.0％、「自分が行っているお世話の一部をだれかに代わってほしい」

が 13.3％となっている。一方、「特にない」は 20.0％となっている。 

 

＜今回調査＞【図表 5-124 周りからしてもらいたいこと（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

 

30.9

14.9

7.7

7.2

6.6

6.1

4.4

2.8

1.7

2.2

9.9

39.2

2.8

51.7

20.0

10.0

8.3

3.3

10.0

13.3

8.3

3.3

5.0

8.3

20.0

0.0

0 20 40 60

お金の面で支援してほしい

自分のことについて話を聞いてほしい

勉強を教えてほしい

同じ境遇の人と会って話をする

機会をつくってほしい

進路や就職など将来の相談にのってほしい

家族のお世話について相談にのってほしい

自分が行っているお世話の一部を

だれかに代わってほしい

自分の行っているお世話のすべてを

だれかに代わってほしい

家族の病気や障害、お世話のことなどに

ついてわかりやすく説明してほしい

その他

わからない・答えたくない

特にない

無回答

全体（n=181）

ヤングケアラーの可能性あり（n=60）

(MA%)
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①婚姻状況 

若者（問２５） 

18 歳以上の方に婚姻状況を聞いたところ、「結婚も同棲もしていない」が 69.5％で最も高く、次いで「結婚

（事実婚含む）している（現在、配偶者あり）」が 20.6％、「結婚していないが、同棲している」が 9.1％とな

っている。 

＜今回調査＞【図表 5-141 婚姻状況】 

 

②現在結婚していない理由（１番当てはまる理由） 

若者（問２５―１） 

「結婚していないが、同棲している」「結婚したことはあるが、今はそうではない」「結婚も同棲もしていな

い」方に、現在結婚していない理由で１番当てはまる理由を聞いたところ、「結婚するにはまだ若すぎるから」

が 28.3％で最も高く、次いで「適当な相手にまだ巡り会わないから」が 22.3％、「経済的に余裕がないから」

が 9.4％となっている。 

＜今回調査＞【図表 5-142 現在結婚していない理由：１番当てはまる理由】 

 

結婚（事実婚
含む）している

（現在、
配偶者あり）

結婚していない
が、同棲している

結婚したことは
あるが、今は
そうではない

結婚も同棲も
していない

無回答

[ 凡例 ]

全        体
　　（n=937） 20.6 9.1 

0.7 

69.5 0.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

28.3

5.8

0.8

8.1

3.1

3.9

22.3

5.0

9.4

1.2

0.4

1.5

4.3

4.8

1.1

0 10 20 30 40

結婚するにはまだ若すぎるから

結婚する必要性を感じないから

同棲のままで十分だから

今は、仕事（又は学業）に打ち込みたいから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

独身の自由さや気楽さを失いたくないから

適当な相手にまだ巡り会わないから

異性とうまく付き合えないから

経済的に余裕がないから

結婚生活のための住居のめどがたたないから

親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から

一生、結婚するつもりはないから

その他

特にない

無回答

全 体 (n=743)
(%)

（11）結婚・出産についての考え 

-67-



 
 

③新たに子どもを持つ意向 

０～６歳の保護者（問２７） 

新たに子どもを持ちたいかどうかを聞いたところ、「いいえ」が 62.9％で、「はい」の 36.5％を上回ってい

る。 

＜今回調査＞【図表 2-104 新たに子どもを持つ意向】 

 

 

④新たに子どもを持ちたいと思わない理由 

０～６歳の保護者（問２８） 

新たに子どもを持ちたいと思わないと回答した方に、その理由を複数回答で聞いたところ、「子育てのため

のお金がないため」が 52.0％で最も高く、次いで「今の子育てで手がいっぱいで、これ以上、子育てに時間

が割けないため」が 50.3％、「子育てと仕事の両立で心身の負担が大きいため」が 36.8％となっている。 

 

【図表 2-111 新たに子どもを持ちたいと思わない理由（複数回答）】 

 

 

 

 

 

 

はい いいえ 無回答

[ 凡例 ]

全          体
　　（n=1,993） 36.5 62.9 0.7 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

52.0

50.3

36.8

23.4

17.7

14.2

11.7

23.5

7.3

0.4

0 20 40 60

子育てのためのお金がないため

今の子育てで手がいっぱいで、

これ以上、子育てに

時間が割けないため

子育てと仕事の両立で

心身の負担が大きいため

自分たちの老後や将来に

不安があるため

周囲に子育てを助けてくれる

人がいないため

残業が多いなど、

仕事が忙しいため

保育所に入れないなど、

仕事と子育てを

両立できないため

その他

特に理由はない

無回答

全 体 (n=1,253)

(MA%)
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